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ドイツ 三月革命期における rシス タ - フ ツ ド+
- ルイ･ - ゼ ･ オ ッ ト - - ベ ー タ ー ス を例 に
第 一 章
1 . は じめ に
須藤 温子
ルイ - ゼ ･ オ ッ ト ー - ベ ー タ ー ス はどのよ うな評価対象だ っ たか
ルイ - ゼ ･ オ ッ ト ー - ベ ー タ ー ス(1 819- 1 895)は ､ 19世紀 ドイツ の 第
一 期女性運動の 礎
を築い た代表的存在で , 18 48年の 三 月革命期を経 て 1 9世紀末 に至 る 四半世紀 を､ ザ クセ
ンを中心に活躍 した . 彼女は , アウグス テ ･ シ ュ ミ ッ ト(1833
- 19 02)､ へ レ - ネ ･ ラ ン ゲ
(1848- 1930)､ ゲル トル ー ト ･ ポイ マ - (18 3 ト1954)ら とと もに ､ 最 も重要な 市民層の 穏健
派女性運動の 先駆的存在で あ り , 1865年には ｢ライ ブツイ ヒ女子 教育協会+､ アウ グス テ
･
シ ュ ミ ッ ト(1833- 1902)と ともに ｢全 ドイツ 女性協会(ADF)+ を設立 し ､ ADF の 設立目的 に
は女子 教育 と女子 労働の 促進をあ げ､ 女性の 自立した組織と自助を何にも ま して擁護 したo
一 方 ､ 市民層急進派 の 女性運動家の 一 翼をリ ナ ･ モル ゲ ンシ ュ タイ ン(1830
- 1954.), アリ
ス ･
ザ ロ モ ン(1872-1948)が担 い ､ また プ ロ レタリア女性運動の 主導者 ･ 理論家 と して は ク ラ
ラ ･ ツ ェ トキン(1857- 193 3)を ､ オ ッ ト
- の 女性運動家 として の 業績を認め なが らも ､ 意見
の 対立が最 も際だっ た存在とし て挙げる ことがで きる(Otto 1995:4)｡
フ ェ ミ ニ ズム の 歴史記述 ､ そ して 1970年代 に成 立した フ ェ ミ ニ ズム文学研究にお い て も ､
オ ッ ト ー は 三月 革命期の 女性闘士 ､ 民主主義者 ､ 女性 の権利 と自由を主蛋す る先駆的ジ ャ
ー ナリ ス ト ､ 女性の 教育 ･ 労働改革の 推進者 と して 評価 され て きた(Mohrma n n1977:157; フ
レ ー フ ェ ル ト1986-19 90:66- 74; Brinker - Gable r1986:231
-232; Otto 19 95:256- 乏58)o 彼
女が ドイ ツ最初 の女性編集長と して マ イセ ン で発行 した 『女性新聞』(18 49
- 1851) は , フ
ェ ミ ニ ズム 的な政治 - ジ ャ ー ナリズム の 起源 とし て評価さ れ て い る (O tto 195:21 9)｡ そ
して ､ 1990年代には以 上 の 流れ を受 け継い だ形 で ヨ ハ ンナ
･ ル - ドヴイ ヒ (ライ ブツ イ ヒ
大学) を中心 にオッ ト ー の 再評価が始 まり , 当時 の検 閲制度 と彼女の 出版動 向に関す る研
究な どが発表され ､ 現在 に至 っ て い る ｡
しか しながら ､ ｢女性運動家+ と し て の ルイ - ゼ ･ オ ッ ト ー に関する研究が進展を見 せ る
一 方 で ､ 彼女が ルイ - ゼ ･ アス トン ､ イダ
･ ハ ー ン ー ハ ー ン , フ ァ ニ ー ･ レヴ ア ル ト ､ ル
イ - ゼ ･ ミ ュ ー ルバ ッ ハ と並ぶ 同時代の ｢作 家+ として 執筆 した文学作品や ､ 編集長を務
めた 『女性新聞』 は ､ テ クス ト分析 の 対象 として 殆ど救わ れ て きてい ない ｡ 小説に関 して
は ､ ボ エ チ ャ - ジ ョ レスが
一 部の 小 説を フ ェ ミ ニ ズム文学研究 として分析す るもの の ､
1995年の クリスチ - ネ ･ オ ッ ト
ー によ るルイ - ゼ ･ オ ッ ト ー の ｢傾向小 説+ に関す る研究
以前に は､ 包括的な小説研究が 一 切行われて こな か っ た ｡ 唯
一 ｢社会小 鋭+(H･ アドラ - )､
｢工 場小説+(E. エ ドラ ー ) と して 言及が な され て きた長編小 説 『城 と工 場』 (1 846)ち , 正
当な評価 を与え られ て きた とは言い 難い(Ot to 1 995:256
- 258)a 『女性新聞』 に関 して は ､
革命期の 市民 層の女性達の 活動を は じめ ､ 女性労働者 の 日常生活の 現状など , 当時 の労働
者問題や 女性問題を取 り上げた新 聞と して ､ 資料的な 評価は されて い るも の の(Ge rbardet
al. 1979 7-30; Gerha rd et al. 198:268
-284)､ blずれ に して もテクス トに踏み込 んだ形
で の 分析は されて い な い .
こ の よう に ､ ル イ - ゼ ･ オ ッ ト ー に 関す る従来研究 には , 大別 して 二 つ の 方向性 が ある ｡
ドイ ツ第 一 期女性運動 にお ける ｢女性運 動家+ オ ッ ト - に 関連する フ ェ ミ ニ ズム歴史 ･ 文
化史研究 と ､ オ ッ ト ー を
,
｢作家+ と して注 目す る小説研究で ある ｡ 前者 は ､ 後者 の 研究主
体で ある作者 ､ ある い は ｢書 き始め た女性+ オッ ト - の エ クリチ ュ ー ル やテ ク ス トとの 相
関性 を看過 して い るた め に, ルイ - ゼ ･ オ ッ ト ー と い う と､ い わ ゆる ｢3月 革命期 に女性
の 自由と権利 を擁護 した女性運動 の パイ オ ニ ア+ とい う 一 枚岩の 神話 的なイ メ ー ジがどう
して も先行 し て しまう｡
しか し ､ ｢ルイ - ゼ ･ オ ッ ト - が書く女性権利擁護者 として 理解 され る以上 , 彼女の 理 論
的な構想 との ずれ を生 じ させ て い る文学 的な女性イ メ ー ジが どの よ うな もの で あるか , 慎
重にそ の ヴ ェ ー ル を取 り外 さな けれ ばな らない+ (Otto 1 9 7:131)とい うクリス チ - ネ ･ オ
ッ ト ー の 指摘に もあ るよ うに ､ 1840年代 の 彼女の 初期の 小 説や 新 聞 『女性新 聞』 で は ､ ｢現
実 に して はで き すぎた(too good to be tm e)+ (a. マ ッ ク ニ コ ル)､ ｢極 端 に高 め られ た
(tlberhoht)+ (C. オ ッ ト - ) 女性たちが登場 して い る ｡
三 月革命期に は ､ 精神的に秀で た女性 が 一 人 の 男性 との 愛 によ る結婿 と幸福 な家庭を放
棄し , 新 たなアイデ ンテ ィテ ィ ー を模索 する とい う小説が多く 出現す るよ う にな る ｡ しか
し ､ ア ス トン , ハ ー ン ー ハ ー ン ､ レ ヴア ル ト､ ミ ュ ー ルバ ッ ハ ら 同時代の 女性作家たちの
小説で は , 自由や女性 の権利 に 目覚めた女性 の アイデンテ ィ テ ィ ー イ メ ー ジ と , 伝統的な
女性 の アイデンテ ィ テ ィ ー イ メ ー ジ との 衝突で ､
L
ぁるい は理 論 と現実 との 帝離で , 女性た
ち の 新たな アイ デ ンテ ィ テ ィ ー の 模索は失敗 に終わ り , 破綻する パ タ ー ン を免れ て い ない o
そ の 一 方 で , オ ッ ト ー は , 女性が従属的な位置 に縛 られる家父長主 義的な社会 の なかで ,
伝統 的な態度を保持 しつ つ ､ な おかつ 女性 の 権利 を主 張 して ゆく とい う ､ ア ン ビヴア レン
トな調和 の 中に新たな女性像 を設定する ｡ そ の ため彼女の つ く り だ した女性イ メ ー ジ は､
耽美的な ｢トリ ビアル ロ マ - ン (通俗小 説)+ の 典型にお い て現実離れ した , 理 想化の 一 途
を辿る特異な もの となる ｡
従 っ て ､ フ キミ ニ ズム研究 にお けるオ ッ ト
ー の ｢女性運動家 ･ 理 論衣+ と して の 神話的
なイ メ ー ジ と ､ そ の よう な彼女が 一 方で 小 説家 と して描く ､ 感傷的な 小 説世界 との 間にあ
るギ ャ ッ プは､ 従 来研究 の 二 分化 に よ っ て 不 可視の もの とな っ て い る ｡ しか し ､ ｢女性運動
秦+▲と ｢作家 , 執筆者+ に分裂す るルイ - ゼ ･ オ ッ ト ー を架橋す る場で ある 『女性新聞』
に注 目 したとき ､ こ の ギ ャ ッ プは最 も顕 著に立ち現れ , 従来の フ ェ ミ ニ ズム研究自体 を相
対化 する契機 となるだろ う . なぜな らば , 『女性新 聞』 は ､ オ ッ ト - が ｢女性運動家+ と し
て 読者に対 し , 理論 を啓蒙 し実践 を呼びか ける場で ある と 同時に ､ 編集長 と して ､ 詩､ 物
語 ､ 短編小就などの 文学的読み物 を提供する場で もあるか らだo
で は ､ オ ッ ト ー は
'
『女性新聞』 にお い て ､ ｢女性運動家+ と して 一 体 どの よ う に実践を呼
びか け ､ そ して 同時に編集長 と して どの ような文学的読み 物を提供 して い っ たの だろうか ｡
さ ら に彼女は 『女性新聞』 とい う場で何 を 目指 した の だろうか ｡ まず､ 次節で は メディ ア
として の 『女性新聞』 に注 目 し, 本論文 の 出発点 としょ う｡
2. 町女性新聞』 につ い て
オ ッ ト ー は ､ 1849 年 4月か ら 『女性新 聞』 (以下､ 同新聞か ら の 引用 は ､ 本文 中に(FZ
西暦/ 号数)と略記する)を発行 して い る ｡ 1850 年 に結社接が 可決 し､ 更 にザクセ ンで は出
版接が可 決 した ため ､ 定期刊行物の 編集責任をザクセ ンに定住 して い る男性の み に許可 し ､
女性を定期刊行物の 責任編集者と した新聞や雑誌の 発行を禁止 した｡ そ の た め ､ オ ッ ト ー
は ､ 『女性新 聞』 の発行地 を マ イ セ ンか らテ ユ ー リ ンゲン の ゲ - ラに移 して い る ｡ また, 革
命期 の 政治的な女性新聞と して は ､ 他 に 『義勇兵』 (ル イ - ゼ ･ ア ス トン編 ､ ベ ル リ ン)､
l
『社会改革』 (ルイ - ゼ ･ デ イ トマ 一 編 , ライ プツ イ ヒ)I _
『女性新 剛 (マ テ イ ル ダ ･ フ ラ
ンツ イ ス カ ･ アネ ケ編 , ケル ン)が あるが ､ 『義勇兵』 は 184 8年の 年末に 7号で 廃刊 し , 他
の 2 就は い ずれ も1849年 の 上半期まで に創刊する もの の ､ 数号 で刊行 を終 え て い る ｡ 出版
の 弾圧下 で ､ オ ッ ト ー の 『女性新聞』 は他 の 女性新聞に比べ ､ 極めて 長期にわ た フ て 発行
を継続 しえ た こ とがわ か る ｡ 編集者 ､ 及 び執筆者 に関して は , 記事 に執筆者の 署名がない
も の も多く ､ 署名が あっ た と して も偽名の 可能性 は払拭で きな い ｡ 編集協力者 は 30名 を越
え , そ の 中に は後 にオッ ト ー と結婚す るアウ グス ト ･ ベ ー タ ー ス や ､ 1･8 49年に マイ ン ツ女
性協会 ｢フ マ - ニ ア+ を設立 し､ 亡命者や 囚わ れ た民主主義者の 救援活動 を精力的に行 っ
た カ テ ィ ンカ ･ ツ イ ツ ツ も含 ま れ ､ また ､ 7 名以 上 の 女性編集協 力者が存 在す る(FZ
185 0/Nr. 52.)｡
新 聞の 構成と して は ､ 女性問題 ､ 協会設立 ､ 女性や 子 ども の教育な どに関する多彩な テ
ー マ を主 体 と して お り ､ 例 え ば ､ ｢姉 妹 の 提 案+ (FZ 1 849/Nr. 12.)､ ｢家族 改 革+ (FZ
1849/Nr･ 17･ ,18･)､ ｢女性 労働者+ (FZ 1 849/Nr. 10. ,ll.), ｢女性 労働者 の た め に+ (FZ
1 849/Nr･ 201 , 21‥ 34. , 35,)､ ｢女性協会+ (FZ1849/Nr. 3 1.)､ ｢救済が 必要な家族 の ため の
支援女性協会+ (FZ1850/Nr. 6.)､ ｢女性民 主主 義者+ (FZ1850/Nr. 1 : 4.)､ ｢幼稚 園の社会
的意義+ (FZ184 9/Nr. 16. , 17.)､ ｢ハ ンブル ク女 子単科大学設立計画+ (F Z 1 85 0/Nr. 1 0.)
などが挙 げられる ｡ そ して ､ 時事的な出来事を文学化 した もの , 例え ば､ 貧 しい 少女 を措
い た 『ボ ビン レ - ス を編む少女』 (FZ 1849/Nr. 5. , 6.)､ ドレスデン5 月蜂起の 小説化 『パ
ウリ - ネ』(FZ/1849Nr. 7.)､ 同様に詩 『ドレス デンの バ リケ ー ドに立 つ 英雄的な少女』(FZ
1849/Nr. 12.)や詩 『ザクセ ンの 母の 子 守歌』 (FZ1 849/Nr. 1 4.) などが ある｡ そ の 他に ｢最
近 の 出来事+ とい う項目 の 報道記事や , 読者か らの 手 祇, そ の 中で も革命期の 特徴と もい
える ､ 投獄され た市民 闘士 か らの 獄中書簡(FZ1850/Nr. 1. , 3. ,5.)な どが掲載 され る. ゲ -
ラに移 るまで の 1 849年 ､ 1850 年の 『女性新聞』 を総合的にみ る と, 後半は手紙の 掲載が
中心 にな っ て い く のが特徴的で ある ｡
『女性新聞』 の 発行は週1 回で､ 3 ケ 月 間の購読料が 15ノイ グロ シ ェ ン で あり ､ 郵便局
と書店で購読の 申し込 みが で きた ｡ 当時の 民 主派 の新 聞と比較する と ､ 日刊の 購読料が 3
ケ 月 間で 平均約 1タ - ラ ー (30ノイ グロ シ ェ ン)､ 週 1 回か ら 3回発行の 新聞で は , 購読料
に ばらつ きがある もの の ､ 3 ケ 月 間の購読料が 平均 5 グロ シ ェ ンか ら 7 グロ シ ェ ンで あり ､
『女性新聞』の 購読料は高め に設定 され て い る こ とがわ か る ｡ ゲアハ ル トらも､ 『女性新聞』
の 女性読者層は ､ 中産 ･ 上 流階級 に位置 し ､ 女性人 口 の 約10%程度 と結論づけており
(Gerha rd et al. 1979:2 8)､ 女性問題に関する記事 の 一 翼を担う女性労働者達自身が 『女
性新 聞』 を調達して読む こ七 は ､ まず不可能だっ た とい わ ざるを得ない ｡
以上 の こ とか ら 『女性新聞』 とは どの よ うな新 聞で あっ たかが確 認で きた｡ で は次に ､.
『女性新聞』 に掲載された 記事 を引用 し､ どの ような特色があるの か み て い く こ とに しよ
う ｡
3 . 『女性新聞』 にみ ら れる記事の 特徴
まず ､ 創刊号 の ス ロ ー ガ ン と綱額 を見 て みよ う ｡ 創刊号 で オ ッ ト
ー は ､ ｢わ たしは自由の
国 に市民女性 を募る !.(De n Reich derFreiheit w e rb
fich Biirgerin n e n!)+ (FZ 1849/Nr･ 1･)と
い うス ロ ー ガ ンを掲げ, 『女性 新聞』 の 綱領 と して . 次の よ う に宣言 して い る o 多少長い が
引用 して み ようc
- 政治的大革命の ただなか で ､女性た ちが自分自身の こ とに つ い て考え る こ とを忘
れる な らば ､ 自分た ち が忘 れ られ る の を見 る こ とにな るだ ろう ､ とい う こ とに私たち
はみ な気が つ い たの で す !
さあ､ わ たしの 姉妹た ち よ ､ ま わ り の 人 々 がみ な前 へ と突き 進み 闘う とき , とり残
され る こ との ない よ う に ､ わ たし と 一 体 とな り ま しょ う ｡ - 鹿足 ちぼ 要求 L, ま す/権
利 を ､ 私たちの 内に持ち､ あらゆる能 力を自由に発展さ せ る と い う純粋な 人権 を , そ
して 国家に おける成人 と して の権利 ､ 自立の 権利を 卜 - 自由 と高貴な人間性 を ､ 私た
ち に と っ て手 の 届く あ らゆる仲間内で広 め て い きま し ょ う ｡ 新 聞雑誌 を通 じ て より大
きな生活領域の なか で , そ して 教導 と教育 を通 じて よ り親 密な 家庭の な かで ｡ しか し
私たち は､ 一 人 一 人 の 女性自身が自分自身の ためだけで は な く , む しろ全女性の た め
に ､ そ して 大抵の 場合 , 貧困 ､ 奉れ み ､ 無知 の うちに忘れ られ ､ なお ざり に されて苦
しん で い る女性たち を と りわ け心に か ける こ とに よ っ て ､ 私たち の 要求 を獲得 したい
の で す｡
さあ ､ わ た しの 姉妹 たち よ , こ の 仕事 を成 し遂げるの に力 を貸 して く ださ い ! こ こ
に示 した理念が ､ まずは こ の 新聞に よ っ て効果 を持 つ よう に ､ 私 に力 を貸 して くださ
い !
- 私壮 ､ 私 と こ の 新聞 を誤解 か ら守ら なけれ ばなり ませ ん ｡
- 私 の 人生 と､ 1843
年か ら の作家 と して の影響 力を引き 合い に出せ ば
- 私 はい わ ゆる
"
解放 され た女性
”
には属 し て い ませ ん ｡ 彼女たち は
"
女性解放
”
とい う言葉を誤用 して ､ 女性 を男性の
カリカチ ュ ア へ と股 めて い る の で す ｡ こ の 新聞の 意図によ っ て , まさ に才能ある女性
たちが し ばしば情熱に駆 られ精神 の 自由を求め る こ とに満足 して しま う よ うな思い 違
い を阻む こ とがで きれ ばと願 っ て い ます ｡
･ ･ ･ 作家で はなn 私の 姉妹た ちか らの ､ とりわ け抑圧 された 女性た ちや , 貧 しい女性
労働者たちか ら の 報告をお 待ち して い ます｡ た とえ書く こ とが 苦手で あ っ て も ､ 必要
とあれ ば私は彼女たち の 簡 潔な 発言 を喜んで 代筆 します .
一 重要な の は ､ 彼女た
ちの 問題が公的な場に届く こ とな の ですか ら - ･ (FZ1849/Nr. 1.)｡
こ れ に続く ｢自由は不可分+ (FZ1849/Nr. 1.)とい う記事で は , 男性に対 し て 次の ような
問い を発 して い る ｡ ｢自由の ため に生 き ､ 自由を求め よう とする とき に ､
一 体 どれ だけ多く
の 男性た ちが すべ ての 民衆 と すべ ての 人々 の た めにそ れ ら を獲得 しよ う と思 っ て い るのだ
ろう か ? 彼 ら杜 い とも たやす く 当然そ う 思 っ て い る ! と答え る ｡ しか し ､ 彼 らはあらゆ
る熱心な努 かこお い て ､ 人類 の 半分 の こ と しか考 えて い な い ｡
一 つ ま り男性の こ とし
か考えて い ない の だ｡ 彼 らは , 女性を数 に入れ ない もの を民衆 と見な して い る ｡+
また , ｢姉妹 の 提案 女性 の 葡域を狭苦 しい と感 じ , 民衆の 繁 栄 と幸福 の ため に男性
た ち と共 に開い た い すべ て の 女性 に + (FZ 1 849/Nr . 12.)とい う 記事 で は ､ 抽象的で
はあるが 階級を越境 した女性の 団結 を呼びか けて い る ｡｢男性 たち が身分や 階級や称号を廃
止するた め に , すばらしい 演説に持て る力を注ぎ こむ
一 方 で ､ 女性たち は ､ 女性 の 額域 で
階級や地位によ っ て ､ ひ とりひ と りの価値が認 め られ て い る か ､ い つ も不 安そ うに気に し
l
て い る ｡ - ･ 私 の 姉妹たち の 一 人 一 人が冷静 に進んでゆけば, 出会う女性そ れぞれが愛す ぺ
き姉妹の まなざし で接 して くる の を見る につ け､ 自分 に欠けて い るも の は何もな く ､ 出会
っ た女性た ちの 中に - 共通 の 思い を持 っ て ひ とつ の 目標に
一 体 とな っ て 向か う こ とが で
き る , 多くの 姉妹の ハ ー トを見い だす こ とで しょ う｡ - 私たち全員が手 に手を とり ､ 固く
誠実な 姉妹の 秤に して い く こ とが で きれ ば, それ は素晴ら し い こ とで はあり ませ んか ｡ そ
して私た ちはか 弱き女性 で ある こ とをや め ､ 我々 自身によ っ て 大きく , 強く ､ そ して 自由
な存在になるで し ょ う !+
こ の ように ､ 『女性新聞』 で は 読者 ヘ の呼びか けに ｢姉妹た ち(schw ester)+ とい う 言葉
が用 い られ , 市民階級を中心 とした読者を ｢私 (たち) の 姉妹+ として 想定 してい る こ と
がわ か る ｡ しか し ､ こ の 新聞は ､ ｢私 (た ち) の 姉妹+ の対象 として他の 女性た ち の存在 も
挙 げて い るよう で あ る o 例え ば､ ｢女性労働者たち+ (FZ 18 49/Nr. 11･)とい う記事で 娃 ､ 女
性労働者たちの 窮状を説明 し, 救済基金の 設立の 必要性 を訴えて い る o ｢私た ちの 貧 しい 同
胞たる姉妹の 名の 下で , ドイ ツの 女性たちに向けられ た懇願に ､ 女性たちが耳を 閉じな い
こ とを私壮強く希望 します o+(FZ1849/Nr. ll.)この 場合の ｢私 た ちの 貧 しい 同胞た る姉妹+
とは ､ 創刊号の 綱領と同様 に､ ｢姉妹+ と呼ばれ るもの の ､ 明らか に血 縁関係にない他者､
すなわ ち新聞が報 じる貧困に苦しむ女性労働者たちが対象にな っ て い る ｡
サ ー テ ･ フ レ ー フ ェ ル トは 『女性新聞』 にみられ る こ の ような 超階級的な女性たちの 連
帯 に対し , ｢男性に も見られ た ような ､ 社会政策的な抗争や 改革 へ の
一 般的な 関心だけで は
なか っ た ｡ 男性の場合とは違 っ て ､ 超階級的な< 友愛>の 感情 ､ 女性 の基本的な体験の 共
通性 とい う理念が 示 され て い た+ (フ レ ー フ ェ ル ト 1986-1990:7 3) と指摘する o 同様にボ
ェ チ ャ ー ジ ョ レス も ､ ｢オ ッ ト ー は , 全階級の 女性 を対象とする
"
シス タ ー フ ツ ド
”
の 理
念 を持 っ て い たが ､ こ の よ うな階級 間の 境界 を取り払う とい う革新的な努力 臥 19世紀の
女性運動の 中で も特殊 で あ り , 少数派に属 して い た+ (Bo etche rJo e r es199 8:17) と指輪
す る｡
オ ッ ト ー 臥 市民層と労働者層の 女性たちが ､ 身近にい な が ら越境不能 で相互理解困難
な , 全く別様の 生活環境の 中で 生き てい る こ とを前提 としなが ら も ､ ｢同じ女性なの だ+ と
強調する こ とで ､ そ の 前提となる階級 ､ 身分 ､ 時 に杜簡邦諸国家 とい っ た従来の 枠組み を
解体 しよう とする o そ して ､ 階級 によ っ て 切 り離され て い る女性たち を ｢私たち+ として
想定 し, 超階級的な ｢シス タ ー フ ツ ド+ とい う新たな 連帯の 形 ､ すなわち互助 ユ ニ ッ トと
して機能する ､ ひ と つ の ユ ー トピア的な共同意識 を形成 しよう とした の で ある ｡
『女 性新聞』 に は ､ フ レ
ー フ ェ ル トや ボ エ チ ャ ー ジ ョ レス が指摘 し なが ら もそ の
内実 - どの よう なもの をは らむ か ら こ そ 階級越境が可能 にな るの か を 問う こ と
の なか っ た ､ 超階級的な ｢シス タ ー フ ツ ド+ の 具体的な
一 形態が ある よう に思 われ る o そ
こ で ､ 次節で は ､ 連鎖的に取り上 げられた ドレス デン 5月蜂起に関する記事に注目 して み
よう｡
4 . 連鎖する ｢ド レス デン 5月蜂起+ 関連記事
｢ドレス デン 5 月蜂起+ と 臥 1849年 , ザクセ ン で フ リ ー ドリ ヒ ･ ア ウ ダス トニ 世と政
府が ､ フ ラ ン ク フ ル ト国民議会で採 決され た ドイ ツ帝国憲法の 承認 を拒否 した ため ､ 5月
3 日か ら 9日 にか けて 革命側 が抗議 し, 武力を も っ て立 ち上が っ た こ とをい う o 国王軍は ､
主力が シ ュ レ ー スヴィ ヒ - ホ ル シ ュ タイ ン に送られ て い たた め ､ ドレス デ ン に は 200 0 の兵
力しか残 っ て い なか っ た ｡ そ の ため 国王 は , 5 月 3日 ､ プ ロ イセ ン軍の 派遣 を要請した ｡
こ れ を契機 に ドレス デ ンで は , バ リ ケ ー ドの 構築が始 ま っ た｡ 翌朝 国王 は ケ - ニ ヒシ ュ タ
イ ン城 に逃れ , ドレス デ ン で は臨時政府が作 られた が ､ 早く も翌日 5 日 に はプロ イセ ン軍
が 到着 し ､ 本格的な戦 闘が始 ま っ た o バ リ ケ
ー ド戦で は蜂起 した側 の 武装は不十分で ､ 9
日ま で に死者約2 50名 ､ 負傷者約 400名を出 して 鏡圧 され た(成瀬他1996:322
- 338)｡ そ の
後 , 8 月 に は蜂起 に関わ っ た とし て 取り調 べ の対象者 ､ ある い は逃亡 後に手配書の 出され
た者は ､ 8 71人 に上 り ､ そ の 一 部はそ の 後投獄された(村上 1988:14 卜1 45)o
こ の ド レス デン蜂起 は ､ ザ クセ ンで 出版法が可決 し ､ 『女性新 聞』 が休刊 を余儀なく され
る1850年12 月 に至 る ま で 一 貫 して 取り上 げられるテ ー マ の 一 つ で ある o 1849年5号 ( 5
月 19日) の バ リケ ー ド戦を報 じる ｢周辺 の 出来事+ を皮切 り に, 6号 (5 月26 日) で は
救援活動をする母娘を報 じる｢周辺 の 出来事+ とザ クセ ンの 女性たち と処女 たちか らの ｢手
祇 戦死者 へ+､ 7号 (6 月 7 日) で は 5 号の 記事 を短編 小説に した .『パ ウリ
- ネ』､ 11号
(6 月30日) で は プラ ウ エ ンの 少女たちが ドレスデン の女性た ち に 同情を示す ｢手舵+､
12号 (7 月 7 日) で 娃詩 『ド レス デン の バ リケ ー ドに立つ 英雄的な 少女』, 1 4号 (7月 12
日) で は蜂起 で 夫を亡 く した 女性の 視点か ら綴られ た詩 『ザクセ ン の母 の 子 守歌』 や ドレ
ス デ ンの処女たちか らプラ ウエ ンの 処女たち へ の ｢手鋸+, 2 2号 (9月 15日) で はドレス
デンの 5 月闘士 の 墓 に関す る ｢手続+な どが掲載され る ｡ そ して 18 50年 に入 る と ､ 1号(1
月 5 日)､ 3号 (1 月 19 日)､ 5号 (2 月 2日) に5月蜂起の 逮捕者 か らの ｢獄中書簡+､
2号 (1月 12日) で は ド レス デン の 女性 の 心情 を訴え る記事 ｢ク リス マ ス に+､ 6号 (2
月 9 日) で は ｢救済が必要な家族 へ の 支援女性協会+, 1 3号 (3 月23日) で は 5月蜂起の
逮捕者 ､ パ ウ リ - ネ ･ ヴ ア ンダ ー リ ヒが第 一 審で終身刑を言 い 渡さ れた こ とが ､ 求刑 に対
す る非難 と共に報 じられ て い る.｢手斌+
( I)
､ 2 0号 (5月 18日) で は ドレス デ ン救援女性
協会ゐ活動禁止適告を報道 した ｢周辺 の 出来事+､ 30号 (7月 2 7日)､ 3 1号 (8月 3 日)
で 壮ドレス デン 救援女性協会 に対する家宅捜査を伝え る ｢手祇+ な どが報告 され て い る｡
5 . 記事の 提示
まず ､ ドレス デ ン蜂起 を最初 に報 じた1849年 5号 ｢周辺 の 出来辛+ か ら見て み よう｡
5号 (5 月19日) ｢周辺 の 出来事+
ドレス デ ンで 5月 3 日か ら9 日 まで繰 り広 げられ たザクセ ン 民衆 の 戦い には ､ 女性
た ち も ､ そ れ も あ らゆる階層の 女性たち も加わ っ た o 多く の女性たちが バ リケ
ー ドで
加勢し , 石 や家具 を引きず っ て来た り ､ 戦 っ て い る民衆に 自分た ちの 食料を路上で提
供 した ｡ ま た他 の 女性 た ち杖 負傷者 の看護を した ｡ やむ を得な い 場合 には , 銃弾の 雨
が降るただ中を攻撃 にさ ら され て い る路上 で負傷者の 包帯を巻 い た り ､ 家の 中 へ 抱え
な が ら運 ん だ｡ ある若 い 処女 が い た ｡ 彼女 の フ ィ ア ンセ ほ 体操の 選手 で (
2 )
､ 戦 いが
10
始ま っ た 日 に戦死 した ( 3 )｡ 彼女はバ リ ケ ー ドを3 日間獅子 の よ うな勇敢さで 守り ､
彼女自身が 敵の 一 発の 銃弾 に倒れ る まで , 彼女の ピス トル で多く の 軍人 を情 け容赦な
く撃ち殺した - ･ o
5号で報 じられた ドレス デ ン蜂起の エ ピソ ー ドは ､ 7号の 短編小 説 『パ ウリ - ネ』 と 12
号の 詩 『ドレス デンの バ リケ ー ドに立つ 英雄的な少女』 へ と引き薙が れ て い く ｡ 『パ ウリ
-
ネ』 を詩形式にア レン ジ した もの が ､ 『ドレスデ ンのバ リケ
ー ドに立 つ 英雄 的な少女』 で あ
% o
7 号 (6月 7 日) 『パ ウリ - ネ』
H - B . ノ1 - バ ー テ ン トによ る麿窟/J､屠
きみた ち柱見た こ とが あるだろうか , 美 しい都 ドレス デンの 近く に快適な 田舎の 別
荘が 並んで い るの を? - それ ら の夏の 別荘の 一 つ に - ･ パ ウリ - ネが住 ん で い た ｡
-
パ ウリ - ネ柱 ､
馳せ て い た が ､
るはずで あり ､
あ っ た ｡
今日は い つ もよ りもはや く こ こ にい る 柱ずの 彼女の フ ランツ に想い を
長 い こ と待たされ て い た o もうす ぐ彼女は永遠 に彼の もの にな
ず っ と待 ち こがれ て い たそ の 目的ま で あとた っ た
一 夜 を残す とこ ろで
明日 にな れ ば司祭様が彼女を祭壇で祝福 し ､ 美 しい 画 家フ ラ ンツ の 妻
にな っ て ､ 彼女の女友達から幸福をう らや ま しがられ るの で あっ た ｡
列をな して通り過ぎる民衆たちの 荒々 しい 喧喚に ､ 彼女は現実 に引 き戻され て しま
っ た｡ 何が起 きた の だろう ?
く ｡ 虚 ろな 目を して 髪を乱暴になびかせ
群衆が武装 して 早足で 目の 前 を通り過ぎて い
大砲 の とどろく音が遠くで鳴 り響く -
- 非常警報を知 らせ る鐘 々 が鳴る - 都の 中だ そ して フ ラ ンツは ま だこ こ に
い な い ! ?
ます ます恐ろ しく鐘が鳴り響き ､ ます ます強く大砲が とどろく ｡ 通 り過ぎて い く群
衆は どん どん膨 らんで い く が ､ フ ラ ン ツが来ない ｡
一 革命 とい う言葉が 彼女の 耳
の 中で 鳴り響く - フ ラン ツ は自由な精神 の 持ち主 , こ の 蜂起 に自ら も参加す るだ
ろう - する と勇敢な体操選 手の 一 群が 目 の 前を通 り過ぎて い く
- フ ラ ン ツは ま
だ来ない - あ る考 えが彼女 の 中で ふ くれ あが っ た
一 部屋 の 中 にか か っ て い る
自分の愛する人 の 体操着を着て ､ お 母 さん にキス をする と ､ 急い で 駆 け上が り ､ 体操
選手 の 一 群 を追 っ て彼 らに合涜する パ ウリ
- ネ は フ ラ ンツ を探 し出 し､ 呼び戻
したか っ た ｡ なぜなら明日彼は彼女の 夫になるの だか ら｡
っ い にパ ウリ - ネは 中心街 に着い て し ま っ たo 彼女の 目の南にバリ ケ ー ドがそ びえ
立 っ て 並ん で い る . - 銃弾が低いうなり をあげて空気を貫き ､ 荒々 しい 男達がバ
リケ - ドの 上 に立ち ､ 恐れ る こ とな く
- 果敢 に銃 に弾丸 を こ めて 銃口 を彼 らの 兄
弟や 息子連に ､ 彼らの 敵とな っ た兵士達に向けてい る ｡
パ ウリ - ネは震えて い た ｡ - 愛す るフ ィ ア ンセ を探 しなが ら彼女があたり の 様
子 をうかが っ て い る と, ある若者が バリケ ー ド の 高い と こ ろ に立 っ て い た｡,
- 彼
の まなざしは敵 を前に きら きら と輝や いて お り ､ そ の 視線 はす ぐさま彼の 銃砲 に向け
られ､ 破滅を告知する 閃光を敵地 ヘ と送り込んだ｡
彼女はそ の 漆黒の 巻き毛 の 若者が誰だかわ か っ た o
- 彼 こ そが フ ラ ン ツ , 愛す
ll
るフ ラ ンツだ o - - 二 パ ウ リ - ネが彼の 名前を呼ぶ と , フ ラ ン ツ は敵の 鈴 の 弾丸 に当
た っ て/†リ ケ - ドか らま っ さか さ ま に転落 した . - 彼女は 博然と して 叫び声をあ
げ､ 愛する人 の 亡厳 を し っ か り と抱き しめて , そ の 冷た く な っ た唇に 口 づ けた ｡
彼の 名前を何度 呼びか けよう とも ､ フ ラ ンツ は ､ 明日彼女 の 夫 とな るはずで あっ た フ
ラ ンツ は ､ 死 と結 ばれた の だ っ た ｡
する と絶望が 彼女 を襲 い ､ 彼女はわ れ を集 っ た ｡
- 彼女 は冷たく な っ た彼の 亡
厳か ら銃砲を取り上 げ ､ そ の 銃に制御 の きか ない 荒々 しい 喜び と とも に弾丸 を こめ る
と ､ バ リ ケ ー ド の 上 にひ らり と飛び乗り ､ 復讐 を こ めた弾丸 を敵地 へ と送 り込ん だo
-
- 彼女が放 っ た 弾丸 は ､ どれ も敵 に命中 した o 人々 は彼女の 愛す る人の遺体 を離れ た
場所に運ぼう と した が ､ 彼女がそ れ を許さな か っ た ｡
- パ ウリ - ネは フ ラ ンツ と
と もに埋 め て もらう こ とを望んだ｡
こ う して 彼女は戦い ､ 一 丸 一 日 の 中で も最 も猛烈 な 防衛 に も
ー 恐怖 にお の の
く こ とな く炎の 中に立 っ て い た ｡ パ ウリ - ネによ っ て ､ バ リケ
- ドを守 る人 々 は勇気
づ けら れた . 彼女 を阻止す る もの は誰 もお らず ､ 人 々 は こ の 勇敢な女性に神聖
な畏怖の 念を感 じた の だ っ た｡
急 に日が暮れ る と ､ - そ の 音色はあま りに も恐 ろ しく警戒 を勧ヂる鐘 々 が 再び
鳴り響き 一 兵士達 の 攻撃は更 に激 しく な っ た ｡ ひ とり の 若 い 将校がサ
ー ベ ル を片
手にバ リケ ー ドに突進 して きた ｡ パ ウリ
ー ネは 彼が誰なの か に気づ い た ｡
あれ は彼女 の 兄 - お そ らく彼女の フ ラ ンツ を殺害 した張本 人､ なぜな ら彼は プ ラ
ン ツ を愛 せ なか っ たか ら ｡ 粗暴な 笑みが彼女 の 口元 に浮か び 彼女 は銃の 狙 い を
定め - 引き金 を引く と兄 は ､ 国王 の 雇わ れ者は ､ 銃弾を受 けて 地 に倒れ 伏 した ｡
しか し兄と と もに/てウリ - ネも倒れ た . 兵士 の 放 っ た3発 の 弾丸 が ､ 彼 らの 将校の 敵
を討っ た の で ある ｡
警報を告げる鐘 の 音は虚ろ にな り ､ まるで 弔い の 鐘の 音の よ う に響き渡 っ た D
兵士達は 撃退 さ れ ､ バ リ ケ
ー ド戦で戦 っ た 人々 は葬送の 歌 を歌 っ た o
遺体を緑の 小枝 で編 ん だ花輪で飾 り , 彼女たちを永遠 の 眠 り に つ かせ た o
鳴り響u た ｡ お お悲 しや !おお 悲 しや ! お お悲 しや ! と｡
1 2号 (7月 7 日) 詩『ドレス デン の バ リケ
ー ドに立つ 英雄的な少女』
｢わ れ を守りた まえ ､ 神よ ! 一 弾丸は命中した ､
彼は後方に よろめ き , すで に彼はくずおれ る o
ドイ ツよ ､ ね むりか ら さめ よ ､
愛する人をわた し にか え し て !
見て ､ どん なに絶望が胸 をか きむ しり､
どんなキこ復讐の女神達がわ た しを力強く抱き しめるか ､
わ た しの傷 口 を冷や すの は復讐だけ
あなたをそ の まま静か に 死なせ る もの か!+_
｢托う ､ わた しがた め らう とで も ? さっ と外 に出て ､
わ たしの もとにあな たが二 度 と戻 っ て となか っ た場所で 戦お う ｡
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聖なる
鐘は 一 晩中
旗をお くれ ､ わ た しの 人 生は終わ っ た ､
お まえ たち はわたしを殺せ るだろうが ､ わた しの 愛は決して殺せ ない ｡+
そ う言う と, 彼女はそ こに立 っ た , 瞳に勇気を湛 え ､
力強い右手が旗 を振る ,
｢愛する人 の疲害に対して血 を要求する ､
お まえたち兵士 に要求する ､ 神々 よ !+
隣の 男か ら彼女は武器をすばや く もぎとり ,
引き金を引く , 狙い が はずれ る弾丸は 一 つ もない o
あたか も天使が彼女の そ ばに い るかの ごとく ､
一 発 の鏡弾も彼女に死 を与え る こ とはで きな い .
それな の に神よ !わ た しは何を見て い る ? - 旗は沈み ､
彼女が よ ろめき 死 に至 ら しめる鉛が命中したの か ?
｢さようなら+, そ う彼女は 叫ぶ , ｢わ たしの フ ィ ア ンセが待 っ て い るわ ､
わ た しの 切なる願い は 遂げられ た! - +
よく眠るがい い ､ 少女よ ､ 詩人 がお まえ に呼びか ける ､
わ たしはお まえの 名前 に永遠の命 を与え よう｡
ドイ ツの ため に ､ わた しの 祖国の ため に､ お ま え も死んで しま っ た ､
お まえの 塞か らは生命が 花開き ,
お くればせ の 太陽の 軌道 へ と ,
喜びの 収穫 ヘ と国家が成熟すれ ば､
人 々 の 心 の 中に ､ 今お まえ がなしたこ とは ､
鮮や かな色彩 の 中で刻 まれ続けるだろう｡
G . A . グォL/ ンノ1タブト
1849年の 6号 ､ 11号､ 1 4号 ､ 22号で 臥 ド レス デ ン蜂起に関す る ｢手舵+ が掲載 され
て い る ｡ 6号で ほザクセ ン の 女性たち と処女た ちか ら ド レス デ ン蜂起で死 んだ人 々 に宛て
た手洗 ｢戦死 者 へ+ が 掲載 され , 1 1号 ､ 14号 で は ､ プラウエ ンの 少女たちと ドレス デン の
処女た ち によ る往復書簡が公開され て い る｡ 22 号で は , ドレス デ ン蜂起で命を落 と した闘
士 たち の墓荒 らしに対する糾弾が述 べ られ て い る ｡ まず､ 6号か ら見 て い こう o
6号 (5月 26日) 厳粛者 へ
血 みどろの 戦い は終わ っ た ｡ 再び暴力が 勝利 し ､ あなたがたの 自由 に燃え る心は死
んで 冷え 切っ てい る ･ - 中傷す る者が ､ 死 して もなお あなたが た をの の しり - 誹 り とい
う毒 を吐きか ける が ､ 私たち ドイツ の 女性た ち 臥 月 桂樹の 枝 を捧げるため にあなた
がた の墓 に行く ｡ そ して 私たちは ドイ ツの 男性た ちを着え , 尊敬 して い る こ とを世に
知ら しめ る の です ｡ 一 私たち の よう な 人々 が , 涙 しつ つ 天 へ と武器 をか か げ , 普
き感動に震え , 聖戦 に勝利するか ､ さもなく ば破滅す る と誓 い なが ら ､ あなた方 を見
て い ま した ｡ 私た ち の ような人 々 が ､ あな たが たの 気高き勇気 と英雄的な死 の 証人と
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な っ た の で すo そ して , 証人 とな っ た人 々 は ､ こ の よ う に尊 い 熱意が 気高き こ とにの
み ､ すな わち民 衆 の 自由 と権利 にの み値する こ とを私た ち と共 に確信 する こ と で し ょ
う ｡
- 兄 弟の 手 に よ っ て 命 を落 とした あなたが た戦 死者よ ､ 今 こそ あなた が た の ドイ ツ
の姉妹たち の誓 い を 聞く が い い ! 天 国 か ら見て い るが い い ､ 私たちが 気高き シ ュ ヴァ
ー ベ ンの 女性たち ヘ 忠義 の辞 とな るよう 手を差 し伸 べ な が ら ､ 彼女た ちの ように荘厳
に誓うの を .
金 で雇わ h P-- E 虜 の 血 で膚37て い る 手l= - 感度 ぢの 手 を委ぬ る こ とば 決L, てL, か Jo
そ の よう唐 音とぼ ､ 凍L, て膚粛L, 凌 い と/
･ ･ ･ ドイ ツの 処女た ち 臥 あなた達 の墓 をい つ も新鮮な花 で飾る こ とで し ょ う - .
1849年5月 12日 ドレスデン にて
ザク セ ン の 女 燈F= ち と超 女度 ぢよ ク
11号 (6月 30 日) ｢事就+
プラクエ ン ､ 6R 中旬
私た ちの と こ ろ に は ､ 未だに非常 に多く の 兵士 た ちがお り ､ 兵士 たち と市民た ち と
の 間に は ､ 名状 し がた い 雰囲気が支配 して い ます ｡ 毎日 の よ うに乱行 と争い が起 こ っ
て い ます ｡ こ れ か らお話 しする 出来事は ､ 私た ち市民 の 尊敬に催する態度 の -
つ を証明 します ｡ 何人か の 人た ちが ､ どう して も射撃会 を開催 しよ う と して い ま した ｡
大多数の 市民 たちは ､ 正 しい 心遣い で この 時期にそ ん な こ と を行う こ とは相応 しくな
い と強調 したの で ､ 射撃会開催 に反対 しま した ｡ しか し､ 民 主主 義者た ち の 出席す ら
なく 開催された 射撃競技会で は ､ 2 2票 の賛成 に対 し､ 4票の 反 対 によ っ て鳥の 射撃が
行われ ま した o 射撃会は 開催された の で す . - で もどの よ う にで し ょ う? 若者 も ､
少女 も , お 祭りを愛好す る人 も ､ 一 人 と して 射撃場 へ や っ て き串せん で した o 兵士 た
ち と町の 音楽隊 は廟クデた ち を待ち焦がれ て い ま した o - しか し ､ 期待 もむ な し
く ､ ダン ス j舛穿粛 する こ と ば盛ク夏 せん でL, 虎 o 時期 不相応なお 祭 ､ ダ ンス パ
‾ テ ィ ー ヘ の 不 参加 とい っ た よう なJ 一 見する とさ さやか な出来事に よ っ て も , 私た
ち少女 臥 あの 日 の 出来事 に対 して とる べ き よ りよ い 態度を表 明する こ とがで きるの
で す｡ - そ して こ の よ う に間接的に ､ 保 守的な ろく で もな い 連中に反対す るデモ
行為 を行う こ とがで き る の です ｡ た しか に , 私た ち女性が左右する物事 などなに もな
い とか ､ 男性は私たち が い な くて も目的 に到達する こ とが で き る , など と言われ る の
が常ですが ､ - しか し ､ お 祭 り の ダン ス パ ー テ ィ ニ を私た ち が不在 の ま ま開催す
る こ とは で き ませ ん Q 私 たちは心 つ も ､ そ して どこ で も 一 勝で あり ､ こ の よ うな場合
には特に全員 一 致で行動する こ とが ､ 肝'b なの で す!
1 4号 (7月 12 日) ｢手概+ (寄稿)
プラクヱ ン の超 女虎 ち へ
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ドイ ツの 姉妹た ち よ !私 たち はあな たが た の こ とを この 新 聞で 読みま した｡ 喪 に服
す今 , あなた たち に と っ て は噛りの 対象と思わ れ るお祭 りか ら拒離を と っ て , あなた
がた が参加 しな い こ とで 最も騒 々 しい パ ー テ ィ ー を開催不 能にさせ る とは ､ なん て 美
しく堂 々 と勇敢な態度 を示 し て くれた こ とで し ょ う ｡ あなたが たは沈黙し つ つ も , 今
l
は競技 を した り ダン ス を掃 っ た りする時期で はない こ とを態度で 示 して くれ ま した o
あな たた ち は ､ こ の さ さやか な例にある よう なあなた がた の 結束 によ っ て ､ も1か に私
たち女性が祖国 と市民 の 名著 を守る こ とが で きるか とい う 素晴ら しい 例を与え て く れ
ま した｡ プラウ ニ ンの 少女たち よ ! あな たたち は ､ こ の よ うな 時期に踊りたく ない と
意思 を表明して ､ 思 い や りの ある マ ナ ー で女性 ら しさを守 りま した ｡ 今 とな っ て は ,
私たち には ､ つ ま りあな たが た の 姉妹たちに は ､ 私た ち の ､ そ して あなた たちの 兄弟
が眠 る大きな お墓 しか残 っ て い ない この 地で , 花で お墓 を飾 る こ とが 聖な る義務なの
です o ザクセ ン の 姉妹 たちよ ! 私た ちは ､ あな たがた と握手 し ます ! 一 体 とな っ て
誓い まし ょ う､ こ の ような 時で あっ て も ､ 堂々 と自由な民 衆にふ さわ しく あり続 ける
こ とを ｡
iEI/ ス デン の超 _女史 ちよ ク
2 2号･(9月 15 日) ｢手離+
"
ヴ ア イゼ ン墓地
”
と
"
ア ネン墓地
''
にある ､ あ の 5 月事件で命 を落 と した 民衆闘
士 たちが眠 る偉大な墓は ､ こ の 新聞で何度 とな く思 い 返され てき ました ｡ ドレス デン
の 女性た ち と処女たちが これ ら の墓 を花 と花冠で飾 る こ と を どれ ほど聖なる義務 で あ
る と感 じて い るか とい う こ と ､ そ して , 花を飾 り始 めた頃 には ､ こ の ような さ-さや か
な飾りが毎朝い か にめ ち や くち や にされて しま っ たか とい う こ とが 報じられ て き ま し
た ･ - 従 っ て ,,以前民衆闘士 た ちの 墓に花 を手向ける こ とに参加した女性たち も
また､ 綿密な捜査をただひたす ら願うばか りな の で す｡
1850年に入 る と , ド レス デ ン 5 月蜂起に関連 して ｢救済が必要な家族 へ の 支援女性協会+
を は じめ とする女性協会の 活動が報告され てい く ｡
6号 (2月 9 日) ｢救済が 必要な家族 へ の 支援女性協会+
｢
"
救済が 必要な家族 へ の 支援女性協会
''
は ､ こ の 前の 政治的事件に よ っ て 養い 手 ,
稼ぎ手 が捕ら えられ た り ､ 逃亡せ ざるをえ なく な っ たり , 命 を落と した り した家族の
困窮 の 軽減を使命 に して い ます ｡ こ の協会が見い だ した 同情, 弔意が鮮明で あるだ け
に , 協会 の 資金は要求 して い る額をは るか に下回 っ て い ます ｡ なぜな ら ば, こ の 協会
は ､ 現在の と こ ろ私たちの 祖国 で 唯 一 ､ も っ ぱら貧困層だけに支援対象を限定する協
会だか らで すo 冬がそ こ ま で 来て い る とい う の に ､ 不幸な人 郎ま飢 えを しの ぐた 釧こ
寝具や 暖かな衣服を売 らなければならな い必要性にせ ま られて い ます c 窺く ､ 救い が
な い 女性たち の 一 部に は ､ 病 に冒 され た女性 たち もお り ､ し つ けもま まな らない 子 ど
もたち と共に絶望的な状態にあり ます o ですか ら , 私たちは もう
- 度 ､ 人 間的に感 じ
とるすべ て の 心に向か っ て ､ 私たち の 協会に積極的に参加 して もらう よう , そ して 罪
もなく苦 しむ人々 の痛 ま しい 運命を和 らげる た めの 私たち の 努力を支援 して くれ るよ
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う ､ お 願い します . i 1849 年12月 に行わ れ た委員会の 要請は ､ 以上 の よう な もの で し
た ｡ 確か に協会 の 資金 は徐々 に増え て は い る の で すが ､ そ れ と同程度 , そ れ ど こ ろか
かな りの 程度 で救援 を必要 とし て い る人 々 の 数 も増えて い る の です ｡ 不幸 なドレス デ
ンの 女性た ち に と どま らず ､ ザクセ ンの 遠 く離れ た町で援助 を必要 とする女性たち も
い ます o.
･ ･ ･ 私たちはザ クセ ンす べ て の 女性 と処女たち に ､ 同じよう な協会を彼女たち
の地域で も設立する か , あるい はそれが不可 能な場合は-､ こ の 救済が必要な 家族の た
め の ドレス デン 女性 協会 へ の 加入や貢献 によ っ て 支援す るよ う要求 しま す｡ - 私たち
は , こ の 博愛 的 で と りわ け真 に女性的な女性協会 を不幸 と真 因に 同情す る あら ゆる
人 々 に推薦 します ｡
20号 (5月 18日) ｢周 辺 の 出来事+
救済 が必要な家族 へ の ドレス デ ン支援女性協会 は ､ 軍の 最高司令官 が当協会 に科 し
た集会禁止令に対 し､ 額邦議会 に抗告 した.
SO苛 (7月 之7 日) ｢手 続+
jfL, ス デン ､ 7 月 20日
今月 1 7日 の 午後 ､ こ こ ドレス デ ンでは 内務省の 命令 によ る大規模な家宅捜索が行
わ れ ま した ｡ こ の 捜索で は ､ 救済が 必妻な 家族 へ の ドレス デン支援女性協会 の 責任者
で ある様々 な女性たち が含 まれた ､ 20 人以上 の 人 々 に対 して行われた の だそ うです ｡
ライテ ィ ン グデス クや 事務机 な どを こじ開ける に飽きたらず ､ 他の 家具や 入 れ物な ど
も隈なく 調 べ ､･ 手親や 書類を押収 して い き ま した o - 彼 らはそ れ らを慈善活動の
ため の 書籍や衣料品の なかか らも見 つ け出 した の です ｡ 当協会 の 2-300タ - ラ ー が納
め られて い た金庫 も押 収されま した - 今年 の 1 月31日 に開催 され た第2 4回下院会議
では ､ 内務大 臣自身が 5 月事件の 被告人 の親族 の ため の 集会を禁止 しな い こ と ､ また
政治亡 命者 の 親族が協会 に よ っ て どの よう に援助 され てい るか 承 知 して い る との 意見
を表明 して い ま した の で ､ 当協会は なお の こ と妨げられ る こ となく博愛的な 努力に専
心 で きる と信 じて い ま した ｡ そ れ が今や ､ 突然協会の 金庫 は持ち去 られ ､ 萌在の と こ
ろ ､貧 し い未亡 人 や 悲嘆 にくれ る孤児たちの 救援が で きなく な っ て しま っ た の です - ｡
3 1号 (8月 3日) ｢手粧+
jfL,ス デン , 7月 28 日
前号 で 17 日 に起 こ っ た 多く の 家宅捜索で ､
"
救済が必要な家族 へ の ドレス デ ン支援
女性協会
''
の 金庫 も押収 され たと書き ま したが , 金庫 は押収対象 として は全く 無意味
である と判 明した数枚 の 手紡 とと もに該当女性の もと へ 戻さ れ ま した ｡ - 額繁に言及
され てい る女性協会 は ､ 様々 な場所 で
"
民主主義的
”
と呼ばれ て い て も ､.女性協会自
体がそ の よう に表 明し て い たわ けで はなく ､ 極め て無害な性格な もの で あり ､ 決 して
"
法に抵触す る
”
も の で は な い こ とが , 書籍 と報告書か ら 明らか にな っ たよ うで す ｡
当協会は , 決 して 亡 命者 や外 国人 を協会 の 寄付金で 援助 して い るわ け で はな く , 厳密
に協会 の綱葡 を遵守 して い ます o つ まり ､ そ の 救援 を 5 月事件の 犠牲者 の 家族 に限定
し､ 惨めな暮 ら しを して い る女性たちや子 どもたち を支援 して い るの で す - 0
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以 上 の 記事か ら ､ 『女性新 聞? に 創ナる シス タ
ー フ ツ ドとい う連帯の 形 に つ い て 何を指摘
する こ とが で き るだろうか ｡ 第 二 章で は ､ まず ､ ケ イ ス ･ メ ドラ ー の
■シス タ ー フ ツ ドのカ
テ ゴ リ ー を参照 してみ よう ｡ そ の 上 で ､ オ ッ ト ー が 『女性新聞』 で想定した ｢シス タ ー フ
ッ ド+ に つ いて 論じそい く こ とにする ｡
第二 章
1 . シスタ ー フ ッ ドのカテ ゴリ ー
ケイス ･ メ ドラ ー は ､ 19世紀アメ リカにお い て 生 じた ､ シス タ ー フ ツ ドとい う新 たな連
帯 を ､ 6 つ の カ テ ゴ リ ー に分類 して い る ｡ ①家族構成員 , ②親 しい 女性の 友 人 関係(T he
sisterho odof frie ndship)､ ③女子学校 , ④宗教運動 ､ ⑤慈善団体(ben e v olent m o v e m e nts)､ ⑥
職業集団(industrial sisterho od)で あ る (Medle r1 97 7:31)｡ こ の 6 つ のカテ ゴ リ ー を 19世紀
ドイツ の 時代状況 を考慮 しつ つ 当て はめ て み よう ｡
①母 ､ 娘 ､ 姉妹 ､ 叔母 ､ 従姉妹な どの 血縁 ･ 家族構成員によ るネ ッ トワ ー クを形 成する
家族構成員 と , ②親しい 女性の 友人 関係は ､ 感受性を共生する ｢伝統的なシ ス タ ー フ ツ ド+
で ある ｡ 親 しい 友人 とい う , 血 縁関係にな い 他者 との 連帯は ､ 男性 との 世界 とは 切り離さ
れた と ころ で 中産階級女性の 間で普及 し､ 個人的な つ な が りを提供して いた ｡
そ して ､ 従来 の シスタ ー フ ツ ドの 形 式で はない ､ 新たなカ テ ゴリ ー の シス タ ー フ ツ ドが
登場する ｡ そ れが③女子学校 ､ ④宗教的な括動 ､ ⑤慈善団体である ｡
③女子学校は ､ 家族か ら切り離され た場所で ､ 同年代の クラス メ ー トとの 友情が 秤 とな
り ､ 連帯を構成す るケ ー ス で ある ｡ 19 世紀 ドイツ女子 教育は , 男子教育が プロ イセ ンを中
心 に国家的要請に もとづ く行政の 一 環 として 19世紀前半に統 一 的に整備 ･ 組織化 され て い
く の とは対照的に , 個人 的な要請か ら家族 の 力で 女子 校が設立 ･ 運営され る私立校 の 形態
を主流と して 展開した ｡ 19世紀後半の 工業化 と都市化 によ る経済的 ･ 人口 的基盤 の 拡大 は ､
一 般教養 を教え る女子中等教育の 展開を促進 し､ 個 人経営者や 両親団体が運営する私立校
と並ん で新 しく都市立の公立女子 中等学校が増加する ｡ 1 860年代から 80年代に学校数は
ピ ー クを迎え , 1895年には総数 196校の 公立女子 中等学校が 存在 した (田村 19 98:1 23)｡.
た しか に ､ 女子学校は新たな シス タ ー フ ツ ドの 一 つ で あ るが ､ モ デル と して 市 民社会 の
家族構成の 図式が学校 の 組織形成や 女性規範 へ と継承 され るため ､ 従来型 の シス タ
ー フ ツ
ドの コ ンセ プトはそ の ま ま維持され る ｡
④宗教 (カ トリ ッ ク ･ プ ロ テ ス タ ン ト) 的な活動で は ､ 信仰 によ っ て 結束する女性たち
が シス タ - フ ツ ドを形成する ｡ 当時 ､ 教皇権至上 主義 に反対す る ドイ ツ ･ カ トリシズムや ､
自由主 義的 ･ 合理主 義的プロ テ ス タ ンテ ィ ズム の影響 をう けた 自由教会 には ､ 信徒運動 の
影響を受けた多く の 女性た ちが 参加 して お り , こ こ で は少な く と も形式的に は , 男性会員
と同様の 演説 と活 動の権利が 与えられ て い た｡ 男女同
一 の 組織 という原理 は ､ こ の時期に
は全く新 しい ､ 伝統か ら断ち切られた もの で あ っ た ｡ こ こか ら多く の 場合 ､ 独自の 女性協
会が 生まれ た ｡ 宗教活動の 一 環で ある慈善や福祉 を目的 と して , 他の 女性 を援助するた め
に福祉 ･ 慈善活動が組織され る ｡ 宗教に結びつ い た福祉 ･ 慈善活動は ､ ナ ポレオ ン に対す
る解放戦争(1813- 15)期以降 ､ 一 般的な救貧活動に拡大 し､ 恵まれ ない 姉妹たち に 同情 し援
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助する中間層女性 と ､ 援助 され る下層女性 の 図式が成立 した ｡ こ の 福祉 ･ 慈善活動は ､ 家
庭内での 仕事の 定義 を他者 へ と拡張 した もの で あり , い わ ば女性の ｢本質+ に先天 的 に備
わ っ た 博愛的な活動 と して他者 に向けて再生 産され ､ また ､ 社会 平和の 練持 に貢献する と
み なさ れ 市民女性たちの 集団的なアイデンテ ィ テ ィ ー 形成の 契機 とな っ た ｡
④の 宗教 に結び つ く福祉 ･ 慈善活動に よる シ ス タ ー フ ッ ドは ､ 組織化 され た⑤慈善団体
へ と発展 して ゆく o 組織化 された 慈善団体は ､ 地方 ､ 州 ､ 国 家規模 へ と拡 大の プロセ ス を
辿 るo 慈善団体 の 原則は ､ 階級 の 越境 と平等化で ある ｡ 参加メ ンバ ー が平等 の 地 平 に立 ち ､
教育や 自助 の 措置に よ っ て 救済対象 とな る貧 し い 女性たちの 経済 的 ･ 社会 的生活条件 を改
善する こ とで ､ 彼女 た ちを 自分たち の 身分 ･ 地位 に 引き上 げよう とした｡ また , 市民 女性
たちほ 18 40 年代か ら集 団的 に生活条件 の 改善 を求め て努力 し, 女性の ｢特性+ と調 和する
よう に思 わ れ る女 子教育 と ､ 就業の チ ャ ンス の 改善 を求めた . 先駆的役勲 を果 たした の は
ハ ンブル ク女子教育協会 で ある｡ 185 0年 には こ の 女性協会 によ っ て短期間なが ら もハ ンブ
ル ク女子 単科大学 (1 850- 52) が開設され た｡ ハ ンブル ク女子 教育協会は ､ それ ま で単独 で
活動して き た女性市民運動 の ネッ トワ ー クを初め て形 成する契機 となり ､ 中心的な役割を
果たした ｡
最後に ､ 工場労働者等 の 新たな職業 の 登場 によ る⑥産業労働にお ける シス タ ー フ ツ ドが
挙げられ る ｡ 初期の 産業労働 にお い て , ヒ エ ラル キ ー 臥 家父長主義的な 工場経営者 は雇
用者に対 して 絶対的な権力 を持 っ て い た o そ の ため , 男性主導者 の努 力に対 して 女子学校
や慈善団体 の 女性 たちが 賞賛 の 態度 を取 っ て い た の とは異な り､ 女性賃金労働者たち は投
資化の 権力 と経済力 に脅威 を感 じて い た ｡ 劣悪 な労働条件や状況 に抵抗す る女性労働者た
ちが結束を 固 め るが ､ 産業労働における シス タ ー フ ッ ドの 力は確 立す る以 前に雇用主や男
性 の労働組合 によ っ て抑圧 され ､ 短期間の 内に無力化する とい う限界性を持 っ て い た o
2 . 『女性新 聞』 にみ られる ｢女性協会+ の 特徴 ｢救援女性協会+
では ､ オ ッ ト ー の 想定 した シス タ ー フ ツ ドは ､ 以上 で示 したど の カテゴ リ ー に当て は ま
るの だろう か ｡ 『女蛭新 聞』 か ら引用 した諸記事か ら ､■彼女は⑤慈善団体 の タイ プの 女性協
会の 設立を 呼びか けた とい うととが で き るだろ う｡ 女性協会設立 に関する 記事 に特徴的な
めは､ ｢救援が必要な家族の'f=-.めの 支援女性協会+ (FZ1 850/Nr. 6.)で ある o 革命期 と い う
時代的な状況 をう け ､ 革命闘士 の 家族 へ の 同情や 協力が女性 の 間に 一 体感 を生み だし ､ 協
会組織によ っ て行わ れ る救援活動 とな っ て い く ｡
また , こ の ｢救援女性協会+ は ､ 市民女性だけに参加が許 され た福祉 ･ 慈善活動を主 眼
と した従来 の女性協会が ､ ｢人尚の 尊厳を 冒す上 か らの 慈善活動+ (FZ18 49/Nr. 10.)で ある
と の 批判 か ら , ｢相 互 援助 に 基 づ い た 兄 弟 姉 妹 と して の 結び つ き が もた ら され る+
(FZ1849/Nr･ 10.)よ うな活動を志向 した ｡ つ まり ､ 救済す る側 とされ る側が 同 じ女性で ある
こ とが強調さ れ ､ 妻 ､ 母, ときに は娘 とい う共通 の役割 ･ 経験 を由っ た ｢姉妹+ で ある こ
とが ､
■
こ の女性協会の 基盤 とな っ たの で ある｡
こ の女 の情動 は , 5 月蜂起が こ と ごとく 鏡圧 され た後反動勢力が増すなか で , 伝
統的な慈善協会 の活動 をカ モ フ ラ ー ジ ュ と して 装 っ た ｡ そ して ､ コ ンサ ー トや食事会など
の公 の催 しや ､ しばし` 禁止きれ た集会を通 じ て ､ 5月革命闘士 の 家族や政治 的迫害者 ･
逃亡者に資金や 現物を調達 し , -
'
菅 の 政治 的目的を達成 しよう と した ｡ 中で も民主 主義志向
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と政治性 を最 も鮮明に打ち 出したの が｢ド レス デ ン救援女性協会+で あ っ た(Ge rhart eta王.
19 79:21)｡ しか し､ ｢救援女性協会+ は ､ 集会が禁止され ただけで はなく ､ 個々 人 に ま で監
筏 の 目が及び､ 強制的に家宅捜査 を行わ れた り ､ 援助資金が 一 時押収され るなどし て ､ 援
助活動 は難航して ゆく(FZ 1 85 O/Nr. 17. ,2 0. ,30. , 31.)o
l
『女性新聞』 は ､ 率先 して ｢救援女性協会+ を評価す る_
一 方で , 上述の ハ ン ブル ク女子
単科大学 の構想に対 して は共感を示す もの の ､ 一 定 の 距離を取 っ てい る ｡ ハ ン ブル ク女子
単科大学 は ､ 学長に フ レ ー ベ ル幼稚園の 創設者の 甥 ､ カ ー ル ･ フ レ ー ベ ル教授が就任 し,
女性が宗派 を こえて 幅広く より高度な教養 を身につ け, 青少年 の教育者 とな る こ とを 目的
と した寄宿制大学で ある ｡ 大学には幼稚 園及び初等学級が付属 してい て ､ 実鹿的教育が で
き る よう になっ て い た . しか しな が ら ､ こ の 大学で 学ぶ には年間を通じ て 500タ - ラ - も
支 払 わ ね ばな ら なか っ た た め ､ 『女 性 新 聞』 に は r金 ま み れ の 貴 族 階級 の 娘+ (FZ
1 850/Nr. 18.)の た めの 単科大学 として 批判する ハ ン ブル クか ら の投稿もあり ､ 『女性新聞』
の編集部柱 ､ ｢単科大学 は ドイ ツ の 女性協会に と っ て 唯 一 の 課題で あ っ て はな らな い し､ 特
に こ の 時期 にあ っ て 最優先の 課題 は ､ 5 月蜂起の 逃亡 中の 者や 迫害 され て い る者 ､ 逮捕者
や そ の 家族 を悲惨な 状態か ら救済す る こ とで , 救済活動は ､ 一 つ にまとま っ た諸 力 によ っ
て の み可能 で ある+ (FZ 185 0/Nr. 17.)と言う コ メ ン トを 出し､ 市民 階級の 女性たち に限定
され ない シス タ ー フ ツ ドを基盤 とす る｢救援女性協会+ の活動の 意義を強調 し ､ 支持 した｡
3 . 女性同志の友情
さて ､ メ ドラ ー の カテ ゴリ - の うち ､ 新た に登場 した シス タ ー フ ツ ドの 特徴を 2 つ 挙げ
る こ とが で きる ｡ まず ､ シ ス タ ー フ ツ ドの構成員がお互 い を平等な立場 として見なす こ と
で あり ､ そ して ､ 男性の 不在 を肯定的に捉 えて い る点で ある o
ドイ ツ で は ､ 多く の 市民階級 の女性が公共圏で も親密圏で もない ､ ある種の 社会的額域
を創出する こ とで ､ 伝統的な手法 を取らな い 新た な道 を選ん だ｡ すな わち , 従来 の 男女の
関係 に依拠す るの で はなく ､ 意図的にホ モ ゾ - シ ヤル な 関係性 ､ つ まり同性 (女性) 同士
の 構成員 によ る社会的関係を選択 して い っ た の で ある ｡ ボ エ チ ャ ー ジ ョ レス 臥 18世紀
末か ら 19世紀初頭の ドイ ツにお い て 中産階級 の女性たちに よ っ て 形成され る ､ ホ モ ソ
ー シ
ャ ルなある種の 社会的領域が創出された こ と を指摘 して い る(Boetche rJo e r e s1 995i39)o
ボ エ チ ャ ー ジ ョ レス によ れ ば､ こ の 社会的領域ほ ､ ハ ー バ マ ス の よう に公
一 私的葡域 を
厳密に分離するイデオ ロ ギ ー で は認 識不能な ､ 女性の 欲望や新た なアイ デンティ テ ィ ー の
形 成の場 とな っ た の だとい う ｡
『女性新聞』 の 綱領が 指摘 して い るよう に､ 18 48年革命期当時 ､ 女性の 権利や 自立す る
こ とを認識 し始 めた女性た ち に と っ て ､ ｢個人+ とい う概念だけで汝な く ｢共同体+ とい う
概念 もまた 困難な障害で あっ た とい える ｡ なぜな らば ､ ｢個人+ であれ イ共同体+ で あれ ､
これ らの概念の 構成員 は ､ 不問の 前提七 して 男性が 想定 されて い たか らで あ る ｡ しか し ､
上述 した共同体 ､ 例 えば信徒運動の 場七なっ た教会､ 女子中等学校 ､ 女性労働組合な ど 臥
自己の アイ デンテ ィ テ ィ ー を考え始めた女性 たちに と っ て有益なもの で あ っ た とい え るだ
ろうo
･18世麗に広く普及 して ゆく ｢友情J は , ｢共 同体+ よ り もさ らに特定 の , 限定 され た概
念で ある が , 選択不可 能な家族 とはちが い 選択可 能な連帯 の
一 形態で あり ､ 活動面囲が家
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庭に限定 され て い た 女性た ちの 規範と欲望 の 間の 矛盾 をい くぶ んか 解消す る場 と して機能
して い た ｡ そ の 際 ､ 共通 の 経験や 相互信頼 によ っ て ､ 女性 の ホ モ ソ ー シ ャ ル な関係性 に重
点が 置か れ て い たの で ある ｡ 友 人 (たち) の 選択 ､ 共通点を模索 し選択す る こ と ｡ 友情 は ､
女性 たちが 自分自身や ､ 自分 と類似点 を持 つ 他者 の た め に , ある 場所 を倉柑 け る原動力を
革 んで い る とい え るだ ろう ｡ 確か に ､ 選択可 能な ｢友情+ は , 共通項を持 たない 者 に対 し
て排他的な共 同体で は ある ｡ しか し ､ ｢友情+ は ､ ジ ェ ン ダ - ゆえ に社会的に周 縁化 された
女性たちがお互 い を見 い だ し集団的に結束する こ とによ っ て ､ 構成員 ､ ある い は 集団の新
たな アイ デ ンテ ィ テ ィ ー を模索す る場 ､ ｢友情+ 自体は 政治的とは い えない が ､ 政治 的機能
を持ち うる場 を提供する可 能性 を持 つ の だ｡
また ､ 女性同士 の 友情 は , 軽蔑や従属 を必要 と しない 平等 ､ ｢ペ ア (対等な 立場)+ (N .
コ ッ ト)とい う価値を持 ち込む(Cott 19 77‥187; Bo etche rJo e r e s1998‥27 4)? 19世紀の
家父長的な社会や家庭 にお い て ､ 男女 の 相互 関係 で期待 され る ぺ き従来の 基準 は , ヒ エ ラ
ル キ ー 的な関係で あり ､ 女性 は男性 の ｢ペ ア+ の 対象で は なく , 男性 に依存 ･ 従属す る存
在 として み なされ た ｡ そ こ で ､ 女性た ち は 同性同士 の ペ ア の 関係 に価値 を見 い だすよ う に
なる ｡
従 っ て , 女性たち にお ける ｢真の+ 個 人相互 間の 選択 的な関係態は ､ 男性 との 間で はな
く ､ 男性不在 の ､ 他 の 女性 たち との 間 で の み 形成 され る も の を意味 し､ 女性間の 友情 の粋
は ､ 肯定的 で ､ か つ イ ンテ ン シヴな もの となっ て ゆく ｡
4 . 小説 『城 と工 場』 にお ける ｢友情+ の モチ ー フ
オ ッ ト ー は ､ 『女性新 聞』 の発行 の 3年前 ､ すなわ ち 18 46年に 『城 と工 場』 と い う長編
小説 を出版 して い る ｡ 『城 と 工 場』 と , 『女性新聞』 の ドレス デ ン蜂起の 関連記事で挙 げた
短編小説 『パ ウリ - ネ』 には類似点が多 い . 『城 と工 場』 と 『/てウリ - ネ』 の 比較 は ､ 策三
幸 で行う こ と に し て ､ こ こ で は 『城 と工 場』にみ ら れ る女性同士 の友 情に注 目 し て み よう ｡
こ の 小 説の 物語は女 子寄宿学校か ら始 ま る ｡ 貴族階級 の 娘ばか りが寄宿 する こ の 学校で
工 場主 の 娘/1
o
ウリ - ネは 同級生か ら い じめ られな が らも ､ 侯爵令嬢 エ リ ー ザ ベ トと友情を
育んで ゆく o 休 暇 にな り ､ パ ウ リ - ネが工 場に隣接す る館に戻る と ､ 実はそ の 土 地は エ リ
ー ザ ベ トの住 む城館 と嶺地に 面してお り ､ 二 人 は再会 して 友情の 辞 を強め る ｡ パ ウリ - ネ
は知的な 工場労働者 フ ラ ンツ に導かれ ､ 貧窮 に噂 ぐ労働者階級の 人 々 の 姿 を 目の 当 たり に
する o 彼女は ､ 労働者た ち を救お う と彼 ら に歩 み寄る うち に ､ フ ラ ンツ と恋 に落ち て ゆく o
だが , 彼らめ努力の 甲斐 も空 しく ､ 虐 げられ た労働者た ちは つ い に反乱を 起 こ し､ .Jiウリ
- ネ とフ ラ ンツ は反 乱 に巻き込 まれて しまう? 二 人 は鎮圧 に現れた 軍隊の 銃弾 に倒 れ るが ､
天 上で結ばれ る ｡
『城 と工 場』 の パ ウリ - ネ とエ リ ー ザ ベ トの 友情は ､ 女子寄宿学校で育 まれ る ｡ メ ドラ
ー の Eシス タ ー フ ッ ド+ の カテ ゴリ ー を参照する と , ③女子学校 に 当て 絞 ま る . 二 人の 少
女は 同
故姉で 娃
% ラス メ ー トと して共通の 経験 を通 じて友情 を深め ､ 連帯感 を得 る ｡そ して ､
i芸
問題を共有 して ゆく ｡
『娩 tこ
友 と して ､ ②親 しい 女性 の 友人 関係 を築き ､ 目 の 前 にある労働者
女性の 友情関係か ら ､ 注 目す べ き 3点を指摘す る こ とが
幕リ ー ザベ トは ､ 階級差を い と もたやす く越え て い る ｡
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彼女た ち は , 精神的 (女子学校 の 教育基盤) ･ 政治的 ( 労働者問題)･ 宗教的関心を共有 し
あ う親友 として ､ 一 方が市民で 一 方が貴族 とい う階級差 を解消 し ､ 平等の地平 に立 っ て い
る ｡ 次 に ､ こ の 女性同士 の 友情は , お互 いの 間で 他の
一 方を支配する ､ ない し は伝統的な
男性役割を引き受ける必要が ない た め ､ 対等に形成 され る ｡ 第 3点目は ､ 男性 の不在 が拳
l
げられ る o 両者 の友情に は ､ 当然ヒ エ ラルキ ー の 権力関係 を持ち込む男性は介入 しな い ｡
そ の こ と によ っ て ､ 両者の 友情は ､ 男性的な支配 一 被支配 の コ ン トロ
ー ルな しに ｢ペ ア+
とい う特徴を鮭持してい く の で ある ｡
1846年に 出版 された 『城 と 工場』 で は ､ こ の 二 人 の 少女たち ほホモ ソ
ー シ ャ ルな 関係 を
維持 しながら も , 異性 との 幸福な合
一 に終着点を見い だして い る o 侯爵令嬢 エ リ ー ザ ベ ト
は侯爵ヤロ ミ ー ル ･ フ ォ ン ･ ス ッ ア リ ニ ー と結婚 し ､ 市民 層の 娘パ ウリ
- ネは労働者 フ ラ
ン ツ と天 上 で結ばれ る ｡ 『城 と工 場』 は ､ エ リ ー ザ ベ ト とヤ ロ ミ
ー ルがパ ウリ - ネの 墓前で
次の よ う に言うシ ー ン で幕を 閉じて い る ｡
｢彼 らは天 国 で 愛 で 結 ばれ ､ 私たちは地 上 で 結 ばれ たわ ｡ これ で よか っ た の か し
ら?+
｢彼らの 愛 は天国で の み到達 しうる愛だ っ たの だよ ｡ こ の ささや か で愛す べ き地上
で , 僕らの愛で彼ら の祝祭 を祝う としよう!+
そ う 言 っ て愛 し合う 二 人 は , 幸福に満た さ れ て 抱擁 を 交わ すの だっ たo (Otto
-
peter s1 846[1997]:32 0)
こ の ように ､ パ ウリ - ネの 死 に よ っ て も友情の 鮮 は断ち切れ る ことな く ､ エ リ
ー ザ ベ ト
は友情 と共にヤロ ミ - ル の 妻 として 充足して 生きて い く女性 と して描かれて い るo
同様に ､ 革命後の 1851年 に 出版され た小説『ブ
- へ ンハ イ ム』を分析したボ エ チ ャ ー ジ
ョ レス も ､ 登場人物オイゲ - ニ エ とテ - ク ラ とい う 二 人 の 女性の 友情関係に は ヒ エ ラル キ
ー が 欠 如 し ､ 平 等 な 関係 が も た ら さ れ て い る こ と を 指摘 して い る(Bo etcbe r Jo e r e s
19 8:277).
しか し , 革命前に 出版され ､ 幸福な男女の 合
一 に終着点を見い だす 『城と工 場』 と異な
り ､ 『ブ - へ ンハイ ム』 では ､ 二 人の 女性は女性的な 特性 を維持 しつ つ ､ 子 ど もた ち の 教育
者 と して ､ 伝統的な男性領域 で ある公的蘭域 へ ､ 都市 へ と進出 してゆく o 家庭か ら社会
へ
とい う従来の 女性領域か らの 越境は ､ 女性同士 の友情 の 粁に よ っ て克服され ､ また 同時 に
｢家庭の 教育者+ とい う女性 の 特性 の拡張と して 理解 され る ため に , そ れほ ど挑発的な 行
為 とは見な されな い ｡
5 . ｢友情+ あるい は ｢シス タ - フ ツ ド+ の 可能性 と限界
以上 の ように ､ オ ッ ト
ー の 小説 に 糾 ､て も女性 の友情 はテ
- マ 化されてい る o 社会的制
度や 身分の 差異は ､ 友情の 前 に立ちはだか る障壁 として で はなく , む しろ こ れ ら
の社会 的
規範は友情に よ っ て変革 しう る対象として捉 え られ て い る こ とが確認で きた ｡ また ､ オ ッ
ト ー に と っ て女性 同士 の 友情は ､ 社会規範か ら の逸脱行為 と して の同性愛の 対極 に位置す
る もの とt/ て肯定的に捉 え られて い る(Boetche rJoe res 198‥272)｡ 従 っ て ､ ホ モ ソ
ー シ
ャ ル な関係態と して 閉ざされ た女性同士 の友情は ､ 常に支配
一 被支配関係に さ らきれ る豪
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父 長主義的な 社会構造 のヰ に あっ て ､ 平等関係を妊持する こ との で き る場 とし て肯定 され
るの で あ る o そ して ､ こ の 閉ざされ た女性同士 の 連帯 の 場を確保 しつ つ ､ 女性 の特性 を教
育 ･ 福祉 へ と拡蛋し ,
.
公的領域 へ の 参加を 正 当化する こ とで ､ 既存の 職業領域 を男性 と競
争する こ となく ､ 結果 と して 男性 に よ っ て排 除され る力が 働かな い新 たな場の 創出を可能
に して い く .
オ ッ ト ー の 小説は ､ 二 つ の 女性 の あ り方 を提示 して い る とい え る だろう ｡ す なわ ち , 他
の 女性 と の ホモ ソ ー シ ャ ル な友情 を維持す る こ とを前提 に ､ 一 方 で は ､ 女性の 友人 たち と
共 に生きる 妻 ･ 主 婦を最 も充足 したあり方 と して 提示 し､ そ の他 方で 女性 が独身 で ある場
合の 選択肢 とし て ､ 女性 の ｢特性+ を 生か した教育者 ､ 福祉関係 な どの 職業 によ っ て 女性
が 公的蘭域 へ と進出 して い く あり方で ある ｡ そ して , 双 方の 女性 の あ り方 の 結節点 と して
福祉 ･ 慈善を主限とする ｢女性協会+ を位置づ ける こ とが可 能だろう ｡
確か に, オ ッ ト ー の 想定 した ホ モ ソ ー シ ャ ル な ｢友情+ や , ｢シス タ ー フ ツ ド+ と い う新
た な連帯 の 粋ほ ､ 社会的な影響を及 ぼす ｢女性協会+ の 福祉 ､ 慈善 , 教育活動や ､ そ の 延
長上 に位置する新た な職業 の 創出によ る女性 の 社会進出を促進す る こ と にな る ｡ しか し ,
そ れ はあく まで従来の 社会的規範 の 枠内で有効な女性 の 進出の あ り方で ある とい う限界性
によ っ て ､公 的領域 にお ける男性 と同等な権利 なき女性の 位置は温存さ れて ゆく の で ある ｡
第三 章
1 . ｢ドレス デ ン蜂起+ 関連記事の 考察
既 に挙 げたよ う に ､ ｢ド レス デン蜂起+ は ､ 『女性新聞』 にお い て 連続的 に取り上 げられ
るテ ー マ の 一 つ で あ っ た ｡ ･一 連の 経過 を辿 る と､ まず ､ 1849年5号で ドレス デン蜂起の バ
リケ ー ド戦 の 模様 を報 じた記事 ｢周 辺 の 出来事+ が掲載 され る ｡ 続い て 6 号で手 祇 ｢戦死
者 へ+､ 7号 ､ 1 2号で バ リ ケ ー ド戦 の ヒ ロ イ ン を描い た文学作品が 掲載 され る ｡ 11号 と
1 4号で は ､ プラウ ニ ン と ドレスデ ン の女性 たち の 間で往復書簡が 交わ され ､ 22号で は民衆
闘士 の 墓荒 ら しに対す る怒 りの 手 紡が掲載 される ｡ 翌年 には い る と, 6 号の 5 月蜂起 で男
手 を失い 苦境 に陥 っ た女性や 子 どもた ち を支援す る｢救済が必要な家族 へ の 支援女性協会+
の記事 を皮切りに , ｢救援女性協会+ 関連 の記事が年末 まで 断続的に掲載され て ゆく ｡
これ らの 記事が ､ 蜂起 に関連する こ とを取り上 げながら も ､ 常 に女性 の 活動や 連帯を中
心に報告 して い る こ とは特徴 的で ある . そ こ で 一 連の ｢ドレス デ ン蜂起+ 関連記事 を時系
列的 に追う こ とで , 『女性新 聞』 に想定 され る シス タ ー フ ツ ドの 一 側面を浮上 させ る こ とが
で きるの で は ない だろうか ｡
1 - 1 . 5号 ｢周辺 の 出来事+ か ら文学的記事 へ
ドt}ス デ ン蜂起 を最 掛 こ報 じた 5 号の ｢周 辺 の 出来事+ で は ､ バリケ ー ド構凝 ､ 食糧供
給 ､ 負傷者の 看漬な ど､ 女性 たちが 階級 を越え て加勢した様子 を報 じた後 , 以下の文 章が
続 い たd ｢轟る若い 処女がい た｡ 彼女 の フ ィ ア ンセ は体操の 選手で ､ 戦い が始 ま っ た日 に戦
死 した ｡ 彼 女杖/マリケ - ドを 3 日間獅 子 の よ う な勇敢 さで守 り ､ 彼女自身 が敵 の 一 発の 銃
弾 に倒 れ る ま で , ■彼 女 の ピ ス ト ル で 多 く の 軍 人 を 情 け 容 赦 な く 撃 ち 殺 し た+ (FZ
1 849/肝r. 5･⊥)｡
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そ の 後 , こ の 5 号で 報 じられた ｢ある処女+ の ｢御子 の ような 勇敢さ+ の 内容 が物語化
さ れた ｡ そ れ が 7号 の 短編小 説 『パ ウリ - ネ』 と 12号の 詩 『ドレス デ ンの バリケ
ー ドに立
っ 英雄的な少女』 で ある ｡ 7 号の 『パ ウリ
- ネ』 で ｢ある処女+ は ､ ドレス デ ン の 郊外で
母親 と二 人暮 ら しの 故陸軍少尉F の 娘パウリ - ネ として , そ して 彼女の フ ィ ア ンセ は､ 体
l
操選手で 美 しい 画家 フ ラ ン ツ と して 描かれ て い た ｡ 二 人が藩婚を 明日 に控え て い る と こ ろ
に ､ ド レス デン 市民 が蜂起 し ､ フ ラ ン ツ(との 結婚)を案 じた パ ウ リ - ネは彼の 体操服を着
て市内に行くが ､ 彼女がバ リ ケ
ー ドに到着直後 , 彼は敵に撃たれ て 死 ん で しまう ｡ 彼 の死
を契機に彼女は我を突い ､ 復讐 を こ めて銃弾 を放 つ と､ どの 弾丸 も敵に命中する o バ リケ
ー ドに突進する 一 人の 若h 将校 を撃ち殺 して フ ラ ンツ の 仇を とるが , 彼女 もまた兵士 たち
の銃弾に倒れ る ｡ 12号の 詩は 7号の 短編小説を詩形式に ア レンジ したもの である ｡
5号 の記事 ｢周辺の 出来事+ で は ､ 男女が 死ん だこ とは報 じられ て い るが ､ そ の 死が他
の 人 々 によ っ て どの よう な死 として 受け とめ られ て い るの か は説明されて い な n ? し申レ､
2 つ の 文学的な記事柱 ､ そ れぞれ 異な っ た意味づ け を行 っ て い る ｡ 『パ ウリ
- ネ』 の最終場
面で は ､ ｢警報 を告 げる鐘の 音は虚 ろにな り ､ まる で弔い の鐘 の音 の よう に響き渡 っ た ｡ 兵
士達は 撃退され , バ リケ ー ド戦で戦 っ た人 々 は葬送 の歌 を歌 っ た｡
- 聖な る パ ウリ -
ネ とフ ラ ンツ の 遺体 を緑の 小枝 で編 んだ花輪 で飾 り ､ 彼女たち を永遠の 眠 り につ か せ た o
鐘は 一 晩中鳴 り響 い た ｡ お お悲 しや 卜おお悲 しや !お お悲 しや! と｡+ とい う場面で 幕を閉
じて い る ｡ 彼女は ､ フ ィ ア ンセ と共 に神聖視 され ､ 二 人の 葬儀は次の 日 に執り行われ るは
ず で あっ た婚儀 と重な りつ つ , 市民 によ っ て 営 まれ る ｡ 詩 『ドレス デンの バ リ ケ
ー ドに立
っ 英雄 的な 少女』 の 最終詩節 臥 ｢よ く眠 るが い い ､ 少女よ ､ 詩人がお ま え に呼びか ける ､
/わ た しはお まえ の 名前に永遠 の命 を与えよ う ｡ / ドイ ツ の た めに ､ わた しの 祖国の ため
に , お ま え も死 んで し ま っ た , /お まえ の 墓か らは 生命が花開き ､ /おく れ ばせ の 太陽の
軌道 へ と ､ / 喜び の収穫 へ と国家が成熟すれ ば､ /人々 の心 の 中に ､ 今お まえ がな した こ
と 臥 / 鮮や か な色彩の 中で対まれ 続け るだろう
■
o
t
+ とい うもの で ､ 彼女の 死は嶺邦国家ド
イ ツ の ､ 祖 国の ため の 自己犠牲的な死 と して , ナ シ ョ ナ リズム 的な崇高さに まで昇華され ,
少女の 墓は 祖国 ドイツ の た め の ｢永遠の 生命 ､ 不死 ､ 再生+ の 象徴 ､ まさ に ｢無名戦士 の
塞+ として ｢近代文化 と して の ナ シ ョ ナ リズム を見事に表象+ (Ande r s on 1983
-1997‥32)
して い る ｡ こ の 詩の 作者ヴオ レン ハ ウプトは ､ 無名の
- 少女の宛に至 る ｢個人的な行為を
超個人 的な行為 と同
一 視す る こ とに よ っ て+(強調は ス ピヴァ クによS)､ ｢イデオ ロ ギ
ー 的
な 力を引き 出+ した とい え るだろう(ス ピヴァ ク 1988
-1 998:99)o
1 - 2 . ｢我々 の 兄 弟たち+ の 眠 る墓に つ い て反復す る手紙
6号 , 11 号 , 1 4号､ 22号 で 柱, ドレス デン蜂起 に関する ｢手紙+ が掲琴され て い た｡
こ れ らの 手競で は共通 して ､ 蜂起 で 殉 じた ｢我々 の 兄 弟たち+ (F Z 18 48/Nr ･ 1 4･)､ すなわ
ち男性たち の塞が 中心の テ - マ とな っ て い る . 6号の ｢戦死者 へ+ で 臥 ザクセ ンの 女性
たち と処女 たちが勝利 と栄誉の シ ン ボルで ある月 桂樹 の枝 を蜂起で命 を落 とした人 々 の 墓
に捧げな がら ､ シ ュ ヴ ァ - ベ ン の 女性た ち との 連帯を表明して い る ｡ そ して ､ 手離 の 最後
臥 ｢ドイ ツの 処女たち は ､ あなた た ちの 墓 をい つ も新鮮な花で 飾る こ とで しょ う+ とい う
誓 い の 言葉で締めくく られて い た｡ .
11号 の 手 掛ま､ 蜂起の 舞台 とな っ た ドレス デ ン の 女性た ち に同情を示 したプラウ エ ン の
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少女たちの 連帯を表明する手耗 で あ っ た が ､ こ の 事祇 に応答す る形で ､ 14号に は ド レス デ
ンの 処女たちか ら の 手斌が ｢寄稿+ とい う但 し書き を加え られ ､ 掲載され た ｡ こ の 1 4号 の
手放で も､ ド レス デン蜂起で 命を落 と した人 々 の 墓 の エ ピソ ー ドが 再び浮上 し, それ と と
もに プラ ウエ ン の 少女た ち へ の連帯が 表明され た ｡ ｢今 とな っ て は , 私たち に は ､ つ ま りあ
な たがた の 姉妹たちに は ､ 私たちの ､ そ して あなたたち の 兄弟が 眠る大き なお 墓 しか 残 っ
て い な い こ の 地で ､ 花でお 墓 を飾 る こ とが聖 な る義務なの で す ｡ ザクセ ンの 姉妹たちよ !
私た ちは , あなた がた と握手 します ! 一 体 とな っ て誓い ま し ょ う , こ の よ うな時であ っ て
も､ 堂々 と自由な 民衆にふ さわ しくあり続 ける こ とを ｡+
同様の エ ピソ ー ドは ､ 2 2号で もほ ぼ同 じ表現 を用 n られ て掲載 された ｡,
｢
"
ヴ ア イゼ ン墓
地
' '
と
"
ア ネ ン墓地
' '
に ある , あの 5 月事件で 命を落 と した 民衆闘士 たちが 眠る偉大な墓
は ､ こ の 新聞で 何度 となく思 い 返 され て きま した ｡ ドレス デ ン の 女性たち と処女た ち が こ
れらの 墓 を花 と花冠 で飾る こ とをどれ 扱 ど聖な る義務 で ある と感 じて い るか とい う こ と ､
そ して , 花 を飾 り始 め た頃に は ､ こ の ような さ さや か な飾 りが毎朝い か にめ ちゃ く ち や に
･されて しま っ たか とい う こ とが ､ 報 じられて き ま した｡+
1 - 3 . 救援女性協会
そ して ､ 翌 年 1 850年 の 6号､ 30号 ､ 31 号 で は , ｢ドレス デン救準女性協会+ に 関する
記事 が掲載 され る｡ こ の ｢救援女性協会+ は ､ ド レス デン蜂起 に対す る 同情 と弔意 を鮮明
に打ちだ し､ ｢現在 の と こ ろ私たち の 祖国で 唯 一 ､ も っ ぱら貧困層 だけに限定す る協会+(F Z
1850/Nr. 6.)である こ とが 強調 され て い る o こ の 時期 になる と､ ドレス デ ン蜂起の 死 者よ り
もむ しろ ｢養 い 手 ､ 稼 ぎ辛 が 捕ら え られた り , 逃亡 せ ざる を えな く な っ た り ､ 命を落 と し
たり した家族+ へ , つ ま り残 された 女性 と子 ども たち に同情が寄せ られ(FZ18 50/Nr. 6. ,
Nr . 31.)､ 彼女たち の 困窮 の 軽減を使命 とする ｢救援女性協会+ に対 して ､ ｢不幸 な ドレス
デ ン の 女性たち に とどま らず ､ ザクセ ン の遠く離れ た町で援助を必要 とす る女性た ち+ の
声が増大 し つ つ ある こ とを報じて い る ｡
こ れ らの ｢救援女性協会+ の 記事で興味深 い の は ､ 悲嘆にく れ貧窮 にあ え ぐ女性たち に
同情 し､ 同 じ女性と して 支援 しよう とする ｢救援女性協会+ を ､ 女性的な 性向にふ さわ し
い 社会的奉仕 を行 う ｢博愛的で とりわ け真 に女性的な女性協会+ (FZ185 0/Nr. 6.)で ある と
見なして い る点で あ る ｡ そ の た め ､ 19 50年 7 月 2 0日に ドレス デ ン行わ れ た内務省の 命令
によ る大規模な 家宅捜索に対 して も､ 当協会は , ｢極めて 無害 な性格+ の 協会で あり ､ 救援
対象を5 月事件の 犠牲者の 家族 ､ すなわち女性たち と子 どもたち に限定 した ､ あく まで ｢法
に抵触する+ よう な活動で はな い と弁明して い る ｡
以上 の ｢ドレスデ ン蜂起+ 関連記事は ､ 蜂起を報 じなが ら何 に重点 を置い て い る の だろ
うか o す べ て の 記事 に共通す るの は ､ 一 言で 言え ば､ 死 の求心性 で ある o 死が女性 たちを
引き つ け ､ 連帯 を生み 出す とい う べ き だろうか ｡ ドレスデ ン蜂起直後には , ｢ある処女+ と
そ の フ ィ ア ンセ の 死や 葬送 が , そ して 民衆闘士 の 墓 につ い て連続的に ､ 時には 美化 され な
がら報告され て い る ｡ そ して ､ 時間の経過 と共に ､ シス タ ー フ ツ ドの 結束 の 軸は ､ 葬送や
墓に花を手向ける とい う行為 を通 じて ､ 生き残 っ た女性た ちが死 者に対 して 同情や畏敬の
念を共に抱き結束を 固め る こ とか ら ､ 生 き残 っ た女性 たち へ ､ つ まり家族 の 成員が5月蜂
起で逮捕 されて あ とに残さ れた 女性たち に対する同情や 連帯感 へ と , シフ トして い く の で
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あ る o シス タ ー フ ツ ドの 求心点が死か ら生 へ とずれ る こ と｡ こ の こ とを契機に ､ シス タ ー
フ ツ ドはま さに ｢ドレス デン 救援女性協会+ とい う組織化 された 女性集 団とい う具体的な
姿を と っ て援助活動を開始するの で ある｡
他者 の 死 を連帯の 基盤とする ｢シス タ ー フ ツ ド+｡ た しか に ドレス デン蜂起に関連する記
l
事を 時系列に追 っ て い く こ とで , オ ッ ト ー の 想定 した シス タ ー フ ツ ドの
一 側面 を浮上 させ
る こ とが で きた ｡ しか し , そ れ は ､ 他者 の死 ､ さ らに限定 して 言う な らば ､ ｢我々 の 兄弟+
(FZ1 949/Nr. 14.)､ すなわち男性 たち の 死 を連帯の 基盤 とし ､ 自らを生き残 っ た女性た ち
と規定 した上 で , 貧困に苦 しむ ｢姉妹+ たちを助け､′彼女た ち と ｢生 の 連帯+ を形 成する
シス タ ー フ ツ ドなの で あっ た ｡
2 . 現段階まで の 確認
オ ッ ト ー は ､ 『女性新聞』 にお い て どの ような シスタ ー フ ツ ドを想定 して い たの か ｡
現時点まで を整理する と ､ 彼女は , 同じ性を持つ とい う共通項 か ら､ あら ゆる女性を家
族的な関係態 へ と置き換え ､ 姉妹 と見なす こ とによ っ て ､ 階級や 身分 とい っ た社会的な枠
組み の 解体 を可能にする よう な ､ 超階級的な ｢シス タ
- フ ツ ド+ を理念 として持 っ て い た ｡
そ こで ､ 『女性新聞』 で は ｢我々 の 姉妹 たち よ!+ とも1う呼びか けの 言葉が市民 層を中心
とする読者に対 して頻繁に用 い られ ､L読者同士 の 往復書簡で も , ｢あなたが たの 姉妹+ とい
う言葉で ､ 血縁関係 になく直接会 っ たこ と もな い 不 特定 の女性たちに対 して ､ 応答する ケ
I
- スが 出て きた . そ して ､ 女性労働者や貧困層の 女性た ち の 苦しみ を ､ ｢我々 の 姉妹+ の 苦
しみ と して 受けとめ ､ 女性たち自身によ っ て彼女たちの 苦 しみ を軽減
･ 支援 し て い こ う と
結束する動き ､ すなわち ｢女性協会+ とい う女性たちの 組織化が行われ る｡
こ の ようなオッ ト ー の シス タ ー フ ツ ドは ､ メ ドラ - の提示 した シス タ
ー フ ツ ドの カテ ゴ
リ - を参照す ると ､ 階級の 越境に よ る女性た ちの 平等を原則 とす る ｢組織化 した慈善団体+
に該当した Q こ れは ､ ｢上 か ら+ の 慈善活動や 福祉活動をする従来 の女性協会 とは異なり ､
与 え る側 と受ける側が対等な立場に立 っ て 問題 を共有 して い こ う とす る ､ 新た な連帯の あ
り方だっ た｡
しか しな が ら ､ 『女性新 聞』 にお い て は見 えて こな い シス タ
ー フ ツ､ドの 一 要素があ っ た o
それ は ､ 彼女の 小説 に注 目する こ とで 明 らか にな っ た , 女性 同士 の ｢友情+ とい う要素で
ある ｡ オ ッ ト ー が 『女性新聞』 を通 じて推進 しようと して い たシスタ
ー フ ツ ドの 特徴 で あ
る ｢平等+ は , 実は男性不 在を肯定的に とらえた女性同士 の ｢友情+ を基盤 と して成立 し
て い る とい えるだろう ｡ 1 9世紀の 家父長的な社会や家庭にお い て ､ 男女の 期待され る ベ き
関係杖 ヒ エ ラルキ ー の 関係で あり , 女性は男性 に依存
･ 従属する存在 と して見 な されて い
たo しか し ､ 女性同士 の友情関係で は ､ お 互 い の 間で 伝統的な男性役割を 引き 受ける必要
がない ため , 対等の 地平に立つ こ とが可能になるの だ｡
従 っ て ､ オ ッ ト ー は小 説で 女性 同士 の友情 を描く 際に , 姉妹的な友情が , 社会制度や 身
分と い っ た規範を変革させ る可能性 を持つ ､ 政治的機能を持ちうる もの と して 描く ｡ 小鋭
で描か れ る女性たち 払 お 互 い を見 い だし集団的に結束する こ とに よ っ て ､ 常 に支配
- 被
支配 の 関係 に晒 され る家父長的な社会構造の 中 で ､ ホ モ ソ
ー シ ャ ル な関係 に足場 を確保 し､
社会 と調 和で き るような新たな アイデ ンテ ィテ ィ
ー を模索す る ｡ しか し､ そ れ 壮 あく ま で
従来の 社会的規範 に則 っ た形 で の 女性の 新た なアイデ ン ティ テ ィ
ー の 模索で あ っ たとい わ
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ね ばな らな い ｡
以 上 の超 階級 的な ｢シス タ ー フ ッ ド+ の 具体 的な 一 形 態 と して , 『女性新 聞』 で連続的
に取 り上 げられ た ｢ドレス デ ン 5月 蜂起+ 関連記事を考察 した が , こ れ ら の 記事 に特徴的
な の は ､ ｢死+ が女性 の 連帯 を生み 出す原動力 とな っ て い る こ とで あ っ た ｡ 連続する 5月蜂
起 の 記事は ､ 男女の 死 ､ 英雄 の 葬送 ､ 蜂起で殉死 した人 々 の 墓地 を花で 飾 る こ とな どが連
続的 に報告 され､ 生き残 っ た女性たちは ､ ｢我々 の 兄弟+ の 眠る墓 地に花 を手向ける行為を
通 じて死者を敬う女性 たち の 連帯 へ と参入 して い く ｡ しか し ､ 時間の 経過 と共に ､ シス タ
ー フ ツ ドの 基盤が ｢死者 へ の 畏敬+ か ら ｢生き残 っ た女性 へ の 同情+ へ とずれて い く こ と
で ､ 民 衆闘士 た ち が死 亡 ･ 逮挿 され ､ あ とに残 された女性たち を支援する ｢救援女性協会+
の活動は活発化 して い く こ とになる o
しか しな がら ､ こ の 死 に対 して 求心性 を持 つ シスタ ー フ ツ ドは ､ 第 一 ､ 二 幸の考察で 明
らか にな っ たオ ッ ト ー の あ らゆる女性 を対象 とする ｢シス タ ー フ ツ ド+ の 想定 には回収 し
きれな い ､ ある歪み を も つ も の と して浮上 する ｡
死を連帯の 基盤 とす る ｢シ ス タ ー フ ツ ド+o 以上の 考察か らだ けで は , 女性た ちが どの よ
う に死 に引きつ けら れ るが ゆえ に共感 し ､ 結果的に ｢生 き残 る女性たち+ と して結束 し て
ゆく の か ､ と い う問い に は答え る こ とが で きな い ｡ そ こで次節で は ､ 『女性新 聞』 にお ける
二 つ の 文学的記事の 死 の 描か れ方 に つ い て , 類似点の 多い オ ッ ト ー の 小説 『城と工場』 と
再度 比較 しなが ら ､ テ クス ト分析 を試み る D そ して , 第三 章 の ま と
'
め と し て , 以上 の 問い
に答え て い く こ とに しよ う ｡
3. 絶対幸福 とい う過剰
3 - 1 . 主体的な死の 選択 - 短編小 説 『パ ウリ - ネ』 と詩 『ド レス デ ンの バ リケ ー ド
に立つ 英雄的な少女』
こ の 二 つ の 文学的な記事 で 共通す る の は , 女性 の 死闘を市民 の 側か ら描 い て い る点であ
る ｡/マリケ - ド戦で フ ィ ア ンセ が 蜂起 を鏡圧す る軍隊の 銃弾 に倒れ たの ち に ､ ヒ ロ イ ンは ､
自分自身が銃弾 に倒れ るま で多く の 軍人を撃ち殺す ｡
『パ ウリ - ネ』 で は , 正 義の た め に戦 っ て 死 ん だ英雄フ ラ ンツ に代わ っ て パ ウリ - ネが
主体 的に蜂起 に参加する と ､ ｢彼女が放 っ た銃弾 は ､ どれ も敵 に命 中 し+､ ｢パ ウ リ - ネによ
っ て バ リケ ー ドを守 る人 々 杖勇気づ けられた .+そ の 姿紘市民を率 い て勇気 を鼓舞 し先導す
る象徴 と して , バ リ ケ ー ドで とも に戦う 市民 に英雄視され て い る ｡ しか し更 に , ｢彼女 を阻
止す る者 は誰 もお らず ､ 人々 は こ の 勇敢な女性 に神聖な畏怖 の 念 を感 じ+､ 服従するの は ､
彼女が ｢フ ラ ン ツ と共 に埋 めて も らう こ とを望 んだ+ か ら ､ つ ま り生 きなが ら に して既に
主体的に死 を選択 して しま っ て い るか らで ある ｡
詩 にお い て も同様 に ､ ヒ ロ イ ン は詩 の タイ トル通り ｢ドレス デン の バ リケ - ドに立 つ 英
雄的な少女+ で あり( 強調 は筆者 によ る), 自ら旗 を掲げてバ リ ケ ー ドの 上 に立 つ 市民 を率
い る象徴 として描か れ て い る ｡ 少女 の 神聖 さ と超越性は 『パ ウリ - ネ』 以上 に誇張 され ,
｢狙しらが外ね る 弾丸は 一 つ もなく+､ 天 使が彼女 を守護 して い るか の よ うに ､ 敵 の銃弾は彼
女に命中 しない ｡ そ して こ の 詩 で も ､ ｢私の 人生は終わ っ た+､ ｢私 の フ ィ ア ンセ が呼んで い
るわ ､ 私の 切なる頗い は遂 げられ た !+ と言 っ て ､ ヒ ロイ ンは 主体的 に死の 選択を して い
る ｡
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二 人 の ヒ ロ イ ン に共通する の は ､ 英雄の 死が ､ ヒ ロ イ ン個人 の フ ィ ア ンセ の 死 で もある
こ とだ ｡ 婚姻を結ぶ相手を襲 っ た死 とい う悲劇性 こそ が ､ ヒ ロ イ ン に対 して市民 の 向ける
神聖な 眼差 しを強化する 8 市民女性の ヒ ロ イ ンは ､ フ ィ ア ンセ の死 によ っ て 家父長制度的
なパ ー ス ペ クテ ィ ブを断ち切られ ､ 結婚によ っ て約束され てい た はず の 幸福や愛 情(に溢れ
る家庭)を喪失 し絶望するか ら こそ , 愛 と結締を貫徹す べ く , フ ィ ア ンセ の 後 を追う死 を選
択す るの で ある ｡ ｢お 前達は私 を殺せ るだろうが ､ 私 の 愛は決 し て殺せ ない+ とい う - 詩行
がそ の こ とを明示してい る ｡
こ の よ うに して ､′二 つ の 文学的記事 の 重点ほ ､ 市民蜂起を報 じな が らも社会的な事象か
ら暴 力に結び つ く ヒロ イ ン の個人 的な復讐物語 へ ､ 死 に結び つ く愛憎 の物語 へ とずれ て い
く ｡ ヒ ロ イ ンが生きな が ら に して 死を主体的 に選択す る こ とは , 絶望 の淵か ら再び未来 ､
ある い 娃彼岸 で の 至福を獲得 し､ 愛する者と結ばれ る事 と同義である o そ の た め ､ 『パ ウリ
- ネ』 の 結末 で は ､ 人々 が ｢フ ラ ン ツ と共に埋め て も らう+ とい う彼女の 希望通 り, 二 人
q) ｢聖なる遺体+ を緑 の 小枝 で編ん だ花輪で飾 っ て葬送する ｡ こ の 二 人 の 葬儀は ､ まさ に
婚儀 の ヴィ ジ ョ ンと して 二 重 の意味 を帯び ､ 詩の ｢さよ うなら ､ 私 の フ ィ ア ンセ が呼ん で
い る わ , 私の 切なる願 い は遂 げられた!+ と い う少女 の 叫びは ､ 彼岸 で の フ ィ ア ン セ との
幸福 な合 一 とい う悲願が達成 され る瞬間を想像させ る . こ の よ う に ､ 二 つ の文学的記事 の
結末 には共通 して ､ 彼岸 で の 男女の 幸福な合 一 とい う既惚 と エ ロ ス が
ハ ッ ピ ー ･ エ ン ドが - 用 意され て い るの である o
実に不気味な
3 - 2 . 彼岸で達成される男女の 合 一 とい うモ チ ー フ - /J､説 『城と工 場』
『女性新聞』 0)発行以前に オッ ト - が書い た長編小説 『城 と 工場』 (1 846)にお い て も ､
『パ ウリ - ネ』 と非常に似通 っ た男女の 合 一 の モ チ ー フ が結末に用い られ て い る ｡
まず , 『城 と工 場』 と 『パ ウリ - ネ』 の 類似点 を挙 げてみ る と , 主 人公の 男女の 名前が 同
- の パ ウリ - ネとフ ラ ンツ で ある こ と ､ そ して蜂起 とい う出来事が生 じ､ 主人公の 男女が
銃弾 に倒れ る とい う点である ｡ 『城 と工 場』 で は ､ 工 場労働者 の 反乱 に労働者 フ ラ ンツ と工
場主 の 娘パ ウリ - ネが巻 き込 まれ , 『パ ウリ - ネ』 では , ドレス デンの 市民蜂起に体操選手
フ ラ ン ツ と軍人の 娘パ ウ リ - ネが参加す るd
『城 と工場』 第 3部第 10章 ｢合 一 (vereinigtlng)+ に ､ 主 人公の パ ウ リ
- ネ とフ ラン ツが
工 場労働者 の 反乱 に巻き込 まれ ､ 反乱 を鏡圧す る軍隊の 銃弾に倒れ る シ
- ン が ある の で 引
用 して み よう｡
そ の 瞬間 ､ 大声 で 叫ん だり怒鳴っ た り しな が ら , 労働者の
一 群がパ ウリ - ネ とフ ラ
ンツ の方 へ や っ て 来て ､ 気づく と二 人 は突然そ の 雑踏の ただ中にい る の だ っ た ｡ しか
し彼らが 一 体ど こか ら 一 瞬の うちにや っ て来たの か知る由 もなか っ た｡
｢あい つ らがや っ て くるぞ !あい つ ちがや っ てく るぞ! 悲 しい こ とだ!+ 人々 はあ
らゆる方向にそ う口 利 こ叫んだ ｡｢あい つ らがや っ て くるぞ !兵士 たち だ! 狙撃兵たち
だ !悲 しい こ とだ!や つ らは もうそ こ にい るぞ !+
彼 らはそ こ にい た ｡
パ ウリ - ネと フ ランツ は , そ の 場か ら離れ よう と､ 暴動を起 こ した 人た ちに叫んだ
が ､ そ の 叫び声は群衆の 発す る叫び声にか き消され て しま っ た ｡
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そ こ に号令が響 き･渡 っ た ｡ ｢撃て ! +
｢パウリ - ネ ､ 撃た れた !+
｢フ ラ ンツ , あなた も な の ?銃弾がわ た しの 胸 に突 き刺 さ っ たわ ､ ああ , こ うし て
私達は 一 緒になるの ね ｡ 天 が私達の 一 緒 にな っ た魂を共にお 呼び にな っ て い るわ o+
｢パ ウリ - ネ･! こ れで 君は
``
僕の もの
”
だ!+
彼 らは し っ か り と抱 き しめ あう と ､ 二 人の 血が 一 緒 にな っ て流 れ 出た ｡ 愛に満ち た
熱い 口づ けを しなが ら ､ 二 人 の 魂 は地上で の 短 い 戦い を終え , 若 き 肉体か ら離れ て い
っ た ｡ (Otto -Peter s1846 [197]:318)
以上 の こ とか ら ､ 主 人 公 の 男女 が 死ぬ こ とによ っ て初 めて 幸福 の うち に 一 体 になる とい
うモ チ ー フ が , 『パ ウリ - ネ』 と 『城 と工 場』 で は 一 致 して用 い られ て い る こ とがわか る o
『パウリ - ネ』 で は ､ 結婚 を明日 に控え た二 人 がパ ウリ - ネの 兄が 従軍す る軍隊の 銃弾
に倒れ ､ 共に死ぬ こ とで 彼岸 で の 一 体化 を達成 した ｡ 一 方 の 『城 と工 場』 で は ､ 工 場労働
者 の 反乱 に対 し て フ ラ ン ツ の 弟が従軍する軍隊が出動 し､ 反乱を鏡圧 する ｡ 階級差の 障壁
に よ っ て 予 め結婚に は到達不可能 で ある との 認識 に立 っ て い る 二 人 は , 暴動 を鎮圧 する軍
隊の 銃弾 に飾れ ､ 共 に死ぬ こ とで彼岸で の 一 体化 を達成する ｡ そ の ため に ､ こ の 彼岸で の
合 一 が , 二 人 の 友人 エ リ ー ザ ベ トとヤ ロ ミ ー ル によ っ て祝福 され もする o ｢彼 らの 愛は天 国
で の み到 達 しう る愛 だ っ た の だよ ｡ こ の ささや かで 愛す ベ き 地上 で ､ 僕ら の 愛で彼ら の 祝
祭 を祝う としよう !+ (O tto -Peters 1846[1997]:3 20) (強調は筆者によ る)o
3 - 3 . 死 と暴力 とい う過剰
『城と 工 場』､ 『パ ウリ - ネ』､ 『ドレス デン の バ リケ ー ドに立 つ 英雄的な少女』 にお い て ､
結婚 に帰着す る幸福 と愛 を ､ 死 んで も絶対 に志向しよ うとする男女 の 関係 は ､ 従来の ジ ェ
ンダ ー 規範を極めて 美化 したも の だとい えるだろう o
ヒ ロ イ ンた ちは , 革命や 蜂起の イ メ ー ジ を背景に ､ 市民 的価値観 にお ける従来の 女性的
規範か らは逸脱 しない ま ま の ､ どこ に で もい る ような 『女性新聞』 の 読者で ある ｢私
たち姉妹+ と同じよう な 一 市民 層の 娘 と して 描か れて い る ｡ 『パ ウリ - ネ』 の ､ 結婚 を
前日 に控え た市民女性 パ ウリ - ネは ､ 革命期 に登場 した ｢ア マ ゾネス+ のよう に ､ 自発的
に男性 に混 じっ て武装 し闘う女性 で はな い ｡ あく ま で結婚に よ っ て 約束され る幸福や 愛情
ある家庭の 主婦 ･ 妻 と し て の 女性役割 を踏襲 しよう とし て い た女性で ある ｡ しか し , そ の
ヴィ ジ ョ ンが フ ィ ア ン セ の死 に よ っ て 断ち切 られ て しま っ た こ とで ､ バ リ ケ ー ドの 上 で銃
を撃ち ､ 聖化 され ､ 愛 に殉 じて い く ｡
こ の こ とを裏付ける よ う に ､ オ ッ ト ー は､ 1848/49 年の 市民 の 革命閣争 をうけて , 女性
の 参加を次の ように主張す る ｡ ｢女性 もまた負傷者を看護 し , 男性 の ため に衣服 を縫 い ､ 料
理 をす る こ とは無視で きない 行為 で ある - ･ 町をバ リケ ー ドで か た め防戦 したり - ･ も し剣
や草刈 り鎌 を使い こ なせ る ほ ど強靭 で ある な ら ば, そ れで も っ て 攻撃で き る だろう し - ･
母親は子 ど も達の 世話をす る だろう が , 独身の 女性は ､ 持て る力が あれ ば危険をか え りみ
ず武器 を持ち ､ 祖国の ため に聞い 死 ぬだろ う ｡+ (FZ18 49/Nr. 1 4.)
こ こで注目す べ きは ､ オ ッ ト ー は ､ 女性が 自ら武装 し男性 と同等 に闘う ｢虚栄心の 強い
ア マ ゾネス+(F Z1849/Nr. 1 4.)と して 闘う こ とには異議を唱 え ､ 女性が男性を助 け, 闘争を
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援護す る側 に立つ 形で の 参加を主事 して い る こ とで ある o
従 っ て , 『パ ウリ - ネ』 や 『ドレス デ ン の バ リケ ー ドに立つ 英雄的な少女』 で市民層の 娘
と設定され て い る ヒ ロ イ ン が ､ 市民の 先頭に立ち ､ 多く の 軍人 を情け容赦な く撃ち殺す こ
とは ､ そ もそ も日常的な行為で は ない ｡ しか し ､ こ の 二 つ の 文学的記事で は ､ 彼女た ちが
フ ィ ア ンセ の 死 によ っ
一
て ｢絶望が 彼女 を重い , 彼女はわ れ を央う+(Fl 1 849/Nr. ?.)こ とで ､
すなわ ち彼女自身が非日常化する こ とで ､ 暴力 と死 に対 して 日常的な意味を充填する必要
がな くなり ､ 逆説的に死 と暴力は神聖視 され ､ か え っ て幸福 と愛 を獲得する困難さ を極端
に誇張するた め の避 けが たい プロ セ ス として , 強力に美化 され て い く の で ある ( 強調は筆
者に よる)(4 )｡
4 . 第三章ま とめ
蜂起を描 い た 二 つ の 文学的記事が ､ 幸福 ･ 愛の 獲得の 困難 さ強調 する手段 と して死 と暴
力を用い ､ 困難の 果て に遂 に達成する幸福 ･ 愛 を ､ 彼岸にお ける死者 との 合
- に位置づ け
た こ とで ､ 読者た ちは - まさにパ ウリ - ネの 親友 エ リ ー ザベ トの よう に 死や 暴力
を経 る こ とで 到達可 能な ､ ｢死 ん で幸せ にな れて 良か っ た+ とい う グロ テス クな彼岸の 愛 ､
ある い は ハ ッ ピ ー エ ン ドに , 日常 に身を置き つ つ ､ 生きなが ら に して共感する とい うね じ
れ の 中で ､ 生き残 っ た ｢わ れわれ 姉妹+ と して 生 の 結束 を強化 して い く ｡ こ の 現象こ そが ､
女性た ちか ら送られて きた手紅の記事で あり ､ ｢救援女性協会+ の 記事で あ るo
蜂起直後 の文学的記事 の 目指 した グロ テ ス クな ｢絶対幸福+ を志向する男女の あ りか た
は ､ 従来の ジ ェ ン ダ - を美化す る もの と して措か れ ､ 読者の 共感を獲得 してい く ｡ 更に ,
｢絶対幸福+ を志向する男女の 死 ヘ の 共感は ､ 道義的崇高 さを帯びなが ら , 蜂起に殉 じた
男性たちを神聖視す る女性た ちか らの 手祇形式の 記事 へ と受 け継がれ た ｡ 手祇の 記事に共
通 する の 桔 ､ 女性たちが民衆闘士 の 墓石 を花で飾る の は ｢聖なる義務+ で ある とい う主張
だっ た ｡ 特に , 11号 と 1 4号に み られ るよう に､ プラ ウ エ ン か らの 手 掛 こドレス デンか ら
の 手祇が 応答する とい う 状況は ､ 『女性新聞』 を通 じて 各地の 読者 同士 が 5 月蜂起 を契機 と
して ｢姉妹+ と呼びあい , 連帯感 と所属意識 を承 認 しあ っ て い る こ との 現れで ある とい え
る だろう ｡ まさに蜂起の 現場 ドレス デンか ら発信 され る 5 月蜂起 の死者 ヘ の共感が ､ 生者
た ち で ある女性た ち に ｢聖な る義務+､ すなわち民 衆闘士 の 墓に花 を手向けた り , 喪に服す
とい う共同作業 に駆 り立た せ ､ ｢死 を連帯の 基盤とする<シス タ
ー フ ツ ド>+ の 基盤 とな っ
たの で ある ｡
そ して , r死 を連帯の 基盤 とす る< シス タ ー フ ツ ド>+ は 時間 の経過 と共 に ､ 残さ れた
｢我々 の 姉妹たち+ ヘ と視点を移動させ ､ 女性たち自身が女性た ち を支援する とい う ､ 新
たな ｢生の 結束+ と して の ホ モ ソ ー シ ャ ルな 関係性 へ と変容 し ､ ｢救援女性協会+ とい う社
会的な行為 と結び つ い て い く o
結論
本論文 の 目的は､ 従来研究で は不可 視にな っ て い た , ルイ
- ゼ ･ オ ッ ト ー の 分裂 した
ま まの ｢女性運動家+ の 側面 と ｢作家 ､ 執筆家+ の側面の ギ ャ ッ プを 明示 し､ 接合する こ
とで , 従来研究の 相対化を試み る こ とだ っ た ｡ そ の 結節点を 『女性新聞』 に見い だし､ 彼
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女の 小説に登場す る女性イ メ ー ジ と ､ 女性運動を推進 して い く 際の 彼女の 言説 に現れ る女
性の あり方 とを相 関的 に考察する こ と を通 じて ､ 今ま でそ の 内実が指摘 され る こ との なか
っ たオ ッ ト - の 理 念 で ある シス タ ー フ ツ ドに つ い て論 じた ｡
彼女は ､ 市民 層 と労働者層 , 貧 困層の 女性たちが全 く異な っ た生活環 境の 中で 生 きて い
る こ とを 前提 と しなが ら も ､ 同 じ女性同士が 平等 とい う地平 に立 つ こ とで ､ 階級や 身分 と
い っ た枠組 み を解消 しよ う と した ｡ そ の た め , 『女性新聞』 で は ､ 社会改革 へ の 関心や 女性
の 自由､ 権利 とい う主韻 だけはな く , 男性 の場合 とは違い ､ 互 助 ユ ニ ッ ト と して機能する ､
超階級的で ､ なお か つ 構成員が対等な立場に立 つ シス タ ー フ ツ ドの理 念が示 され て い た ｡
こ れが ､ オ ッ ト - の 想定する シ ス タ ー フ ツ ドに つも1て我々 が共有 した 出発点だっ た .
そ して , オ ッ ト ー の シ スタ - フ ッ ドの 特徴 で ある ｢平等+ は , 対等性 が男性不 在に よ っ
て維 持され る ､ 女性 同士 の 友情を基盤 と して い た もの で ある と考 え られ た o 常に支配 一 被
支配の 関係に晒 され る 19世紀の 家父長的な社会構造の 中で , 女性同士 の 姉妹的な友情は ,
社会部度や 身分 とい っ た規範 を変革 しう る可能性 と して 見い ださ れ ､ 『女性新聞』 にお い て
女性たちが 互 い に結束す る ホ モ ソ ー シ ャ ルな関係態に足場 を確 立 し､ 女性 を組織化する こ
とで 社会 へ の 参与 - そ れが福祉や支援 を中心 と した ｢女性協会+ の 設立で ある - を
実額する ため に壮 不可 欠な要素で あ っ た ｡
確か に , オ ッ ト ー は女性 の 権利 と自立を呼びか けたが ､ そ の 呼びか けは , 女性の 生活 に
お ける家庭 の優位 を前提 と して発せ られ ､ 生来の 男女 の 性特徴 を前提 に した ｢真の 女性 ら
しさ+ の法則 に沿 っ て 一 男性 と女性の そ れ ぞれ の セ ク シ ュ ア リテ ィ - に不均等な価値
をお き つ つ 一 家族 と社会 にお ける女性 の 自己発展の 権利 を 要求す る とい う限界性 を卒
ん で い た とい え る ｡ そ の た めに ､ 公 的領域 へ の進 出とい っ て も ､ そ れ は男性 と同等な職業
を要求す る もの で はな く ､ あく まで女性の 家庭内で の 仕事 の 定義 を拡張 させた ､ ｢協会+ を
通し て の 博愛的な福祉 ･ 救済活動で あ っ たり , 独身者 の ため の 教育者 , 福祉関係な どの 就
業推進 とい う限界を伴 っ た ｡
しか し, こ の よ うな女性 の 教育 と就業の 機会とい うオ ッ ト ー の 要求も ､ 1 9世紀 にお い て
支配的で あっ た伝統的なジ ェ ン ダ ー の 規定か らは逸脱す る もの と して , 急進的で自由主 義
的な 市民女性運動家の 要求 と して 見なされ た ｡ オ ッ ト ー 自身の 伝統的な女性役割 へ の 期待
と ､ 実際の 女性運 動に お ける政治的 目標 ある い は ､ 彼女 が最 も重要な役割 と して い
た母 ･ 妻 と して女性が評価 され るの を前提に しなが ら ､ 同時 に専門的な職業 に就く 能力を
持つ 存在 と して 承 認 され る ため の 要求 ･ 運動 の 場と して の 『女性新 聞』 の 発行や ｢女性協
会+ の 設立 - は ､ 4 8年 世代 の 女性運動家ル イ - ゼ ･ オ ッ ト ー の ア ン ビヴア レントな立
場を特徴づ けて い る o
しか しながらオ ッ ト ー の シ ス タ ー フ ツ ドの 具体的な 一 形 態を考察する ため に ｢ド レス デ
ン 5月蜂起+ 関連記事 を分析 して い く こ とで ､ 我々 は 出発点か らかな り遠 く まで 来て しま
つ た ｡
そ こ で見 えて きた シス タ ー フ ツ ドは ､ ｢我々 の 兄弟+､ すな わ ち男性 と規定 され る ､ 死者
たち に対す る共感 と神聖視 が女性 の 連帯 を生み出す原動力 とな っ て い る もの で あっ た ｡ さ
らに ､ ｢死を連帯 の 基盤 とする< シス タ ー フ ツ ド>+ は時間の 経過 と共 に ､ 落され た ｢我々
の姉妹た ち+ へ と共感 の対 象を移動させ ､ 女性た ち自身が女性たち を支援す る とい ラ , 新
たな ｢生の 結束+ と して の ホ モ ソ ー シ ャ ル な関係性 へ と変容 し , オ ッ ト ー が 『女性新聞』
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にお い て優先 して 取り上 げた ｢救援女性協会+ とい う社会的な活動 ヘ の道 を切り 開い て い
く こ とが 明らか にな っ た の で あ る ｡ こ れ こそ が ､ まさ に互 助 ユ ニ ッ ト として機能す る_, 超
階級的で , なおか つ 構成員が 対等な 立場に立 つ オ ッ ト ー の 想定した シス タ ー フ ツ ドの
一 例
で あ っ た とい えよう ｡
l
オ ッ ト ー の 言 葉 を 借 り る な ら ､ ｢博 愛 的 で と り わ け 真 に 女性 的 な 女 性 協 会+
(FZ/1850Nr. 6.)である ｢救援女性協会+ の 成立が可能 とな っ た過程に は , しか し+ 正 義の
闘士 としての 男性 たちを援 助し戦場 に送 り出す ､ 本来非戦聞的な女性たちの 図式 を継承 し､
男性集団 として 規定 され る 市民闘士 たちの 死 ､ すなわ ち男性 同士 の ホ モ ソ
- シ ヤル な死 -
一 女性同志の ｢友情+ の要素である男性不在 の 極限の 形
- を連帯 の 基盤 とし て 形成され
た､ 生き残る者 として 自ら を規定する女性 同士 の ホモ ソ
ー シ ャ ルな ｢生 の連帯+ とい う ｢シ
スタ ー フ ツ ド+ のグロ テス クな暗黒面が横たわ っ て い る o
超階級的な友愛 を特徴 としたオ ッ ト ー の シス タ ー フ ツ ドは ､ ｢女性協会+ によ る女性の 組
織化 と して 具体化 され た が ､ 超階級的な友愛を可能に しうる要因 と して ､ 男性たち の ｢死+
とい う過剰さ を も抱えても1た ｡ こ の 連帯の 持 つ ア ン ピ ヴア レン ト､ そ して 過剰 を提示す る
こ とで ､ ｢三月 革命期に女性 の 自由 と権利を擁護 した女性運動の/iイ オニ ア+ とtlう
ー 枚岩
的なオ ッ ト ー のイ メ ー ジに対 し, 一 石 を投 じる こ とが で きた の で はな い だろうか ｡
注
(1) 『女性新 剛 1850年 12号で は､ ドレス デン蜂起 の バ リケ
ー ド戦に参加 した ヴァ イダ出身の 女
中パ ウリ - ネ ･ ヴ ア ンダ ー リ ヒが第 一 審 で終身刑を言い 渡されたと伝えられたが､ 『治安警察通報誌』
に よる と , 彼女は, そ の 後恩赦で 6年間の 労働刑に減刑されて い る と い う (田村雲供1998:ll)｡
(2) 1830年代に は ､ 市民や民衆の 自発的結合の 場 として ｢協会+ が多数成立した｡ そ の 中で もナ
シ ョ ナルな運動が ｢非政治的+ 協会の 形を取 っ て持続 して い くもの として ､ ｢男声合唱協会+ と並ん
で ｢体操協会+ をあげる こ とがで き る ｡ 体操家は 一 緒 に体操を行う団結 した集 団であるだけでなく ､
同じ制服を着用した｡ また､ 彼らに と っ て反動的なドイ ツ の 国王諸侯に対す る反権威主義 臥 重要
な原則で あ っ た｡ しか し 1848 年革命 の挫折後 ､ ｢体操協会+ は革命 に対する反動に加わ っ て い く ｡
｢体操家+ に関して は ､ (モ ツ セ 197 5- 1994:135- 144) を参照の こ と ｡
(3) 武装 した体操家集団が , ドレス デン蜂起に直接加わ っ た可能性 として ､ 5月3 日に市衛 兵総
司令官レンツが武器庫 の 保持 と秩序確立の ため ､ 市衛 兵と とも に体操家武装集団を武器庫前 ヘ 向か
わせて い る ことと , 1849年 5 月21日付 の 『ドレス ナ
- ･ ジ ャ ー ナ ル』 には, 蜂起殉死者のうち ｢知
的職業者+ として体操家 , 体操家教師が各1人記載されて い る こ と等が挙 げられる ｡ 詳 しく 臥 (村
上 1998:133-145)｡
(4) 『パ ウリ - ネ』 の ､ ｢銃に野蛮な 事びと共に(mit wilde r,Fre t'de)弾を込め ､
- ･ 復啓を込めた弾丸
を敵地 へ と送り込んだ｡ +, ｢野蛮な笑み(Ein wildes L ache m)が彼女の 口元 に浮か び ,
一 銭 の 狙 い を
定 め - 引き金を引くと兄 乱 国王の 雇われ者は, 銃弾を受 けて地に倒れ伏 した｡+(FZ 1849/Nr･7)
と い う文章に注目する と ､ ヒ ロイ ンがフィ ア ンセ を殺害 した敵を殺す時 に杖 ､ 必ず彼女 の非日･常化
を示す形容詞 ｢野蛮な(wild)+ が反復 して用い られて い る こ とがわか る ｡
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